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年末年始の
　お片づけは計画的に

◎可燃ごみ
＜枝木＞
長さ50cm未満、太さ10cm未満にし、 片手で容易
に持てる量に束ねてください。１回に２～３束ま
で排出することができます。
＜落ち葉・雑草等＞
他のごみが混入しないよう、透明または 半透明の
袋に入れて排出してください。１回に２～３袋ま
で排出することができます。
※どちらも、乾かしてから排出しましょう。
　水分が抜けて軽くなります。

年末年始が近付き、大掃除を行われる方も多いと思います。ごみの収集日程を
確認し、一度に多量に出さないよう数回に分けて排出してください。

▽ 問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで。

◎不燃ごみ　以下の回収方法もご利用ください。
＜不用食器＞
市民の皆さんのご家庭で出た不用食器を回収し、希望する方に無料でお譲りします。

▽ 日時　毎週木曜日（1月3日は除く）午前10時～午後3時　※回収は午後2時30分まで。

▽ 場所　中央公民館入口　　　 ▽ 品目　ガラス製・陶磁器製の食器
＜小型家電＞
方法1　使用済み小型家電回収ボックスを利用（事業で使用したものは除く）

▽ 品目　ボックス投入口（25cm×10cm）に入る大きさの使用済み小型家電
　　　　※個人情報などのデータは消去し、電池は取り外してください。

▽ 場所　市役所1階北側入口、市民センター、公民館
方法2　民間事業者による宅配便回収を利用
家庭で使わなくなったパソコンや携帯電話などの小型家電を宅配便で回収します。

▽ 方法　リネットジャパン㈱のホームページ（http://www.renet.jp）からお申し込
　　　　みください。品目等詳細も、同社ホームページをご覧ください。

▽ 費用　1,500円（税抜き）　※パソコン本体を含む場合は無料です。

◎紙類・布類
市の収集では一度に多量の排出ができませんが、
次の指定事業者に、直接持ち込むことができます。
㈲富商（武蔵村山市伊奈平2-8-1、☎042-560-5899）

　上記（１）を目的とした寄附で
す。返礼品は、「平和への熱い
想い」とし、ふるさと納税を通
じて、心と心でつながる取組み
を目指しています。
　寄附者が希望する場合には、
変電所に備える名簿に寄附者

　「ふるさとチョイス」を通じた寄附の申込みと納入
が大変便利です。寄附申込書による手続きも可能で
すので、市のホームページをご覧いただくか、総
務管財課（市役所３階）までお問い合わせください。

◎寄附の使い道

◎寄附の申込方法・納入方法

・指定寄附

・一般寄附

「東大和を応援したい」  あなたの想いを

─ 市外のご親戚やご友人にも、ぜひご紹介ください ─

▲学童保育所第八クラブ

で！納税とさるふ

の氏名及び寄附金額等を記載します。また、「戦争体験映像記録Ｄ
ＶＤ（ダイジェスト版）」や寄附の翌年度以降には、市の平和に関
する取組等を記した冊子を送付します。

▽ 問合せ【寄附の申込等について】総務管財課・内線1341【ふるさと納税の取組について】企画課・内線1421【変電所について】郷土博物館 ☎042-567-4800まで。

─ 市外のご親戚やご友人にも、ぜひご紹介ください ─

▲市のホーム
　ページは
　こちらから

▲ふるさと
　チョイスは
　こちらから

▲返礼品を紹介している、ふるさと納税のリーフレット。
　市のホームページでご覧いただけます。

２面：東大和市実施計画を策定　３面：平成31年度市・都民税の主な改正内容　４面：郷土博物館プラネタリウム冬の番組
５面：人権週間　　６・７面：市職員の給与・勤務条件等を公表します　　8面： 12月はオール東京滞納ストップ強化月間

学童保育・ランドセル来館
       利用申込みの受付

詳しくは２面で
平成31年4月から、
学童保育所または
ランドセル来館の
利用を希望する方
の申込みを、12月3
日㈪から受け付け
ます。

─ふるさと納税とは？─
　ふるさと納税とは、「生まれ育った
まちに貢献したい」「自分の意志で応
援する自治体を選びたい」という想
いを寄附を通じて実現できる制度で
す。寄附額のうち、2,000円を超える
部分が、確定申告を行うことで、所得
税と住民税から還付・控除されます。
　また、給与所得者等の場合は、一
定の条件により確定申告が不要とな
る、ふるさと納税ワンストップ特例
制度を利用できます。

　上記（2）～（8）を目的とした寄附です。市民以外の方で
１万円以上の寄附をした方に、市内産業の活性化や市
の魅力発信を図るため、返礼品を贈呈しています。返
礼品は、市のホームページまたはインターネットの「ふ
るさとチョイス」の東大和市のページをご覧ください。
　なお、ふるさと納税の趣旨を踏まえ、市民の方には
返礼品の贈呈を行っていませんのでご了承ください。

　「東大和を応援したい」というあなたの想いを、以下の寄
附の使い道から選んでいただけます。

（１）旧日立航空機株式会社　　（５）産業と観光のために
　    変電所の保存等のために　（６）緑と環境のために

（２）子育てと教育のために　　（７）公共施設等のために
（３）福祉と健康のために　　　（８）上記のほか、市政全般の
（４）スポーツと文化のために　　　ために

粗大ごみ・し尿等
年内処理の申込期限

12月14日㈮
＜申込先＞

▽ 粗大ごみ
　粗大ごみ受付センター
　☎ 042-562-6500

▽ くみ取り式便所のし尿く
　み取り、浄化層の清掃
　ごみ対策課・内線 1241

　ふるさと納税の返礼品とし
て、商品やサービスの提供に協
力していただける事業者等を募
集しています。
　市内に本社、事業所、工場等を
有する等の要件がありますの
で、市のホームページをご覧い
ただくか、企画課（市役所４階）
までお問い合わせください。認
定申請は随時受け付けています。

 返礼品協力事業者の募集 ＡＲ(拡張現実)で
ふるさと納税PRを 動画配信！
HP Reveal
アプリをイ
ンストール
して、右の
写真にスマ
ートフォン
を か ざ す
と、市職員
による、ふるさと納税PR動画を見ることが
できます。アプリのインストール方法は、市
のホームページをご覧ください。
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市
で
は
、
平
成
29
年
度
〜
33

年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
東
大

和
市
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
推

進
計
画
に
よ
り
、
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
平
成
29
年
度
の
主

な
取
組
と
成
果
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
、
行
政

管
理
課
（
市
役
所
４
階
）及
び

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

３
階
）
で
の
閲
覧
ま
た
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
〜
33

年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
東
大

和
市
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
現
行
の
使

用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
行
政
管
理
課
（
市

役
所
４
階
）
及
び
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）
で
の

閲
覧
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
改
定
の
検
討
を
継
続
す
る
も

の　

学
童
保
育
所
育
成
料

▽
改
定
の
対
象
と
し
な
い
も
の

　

下
水
道
使
用
料
、
保
育
料
、

そ
の
他
使
用
料
・
手
数
料
等

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
（
内
容
に
つ

い
て
は
各
担
当
課
ま
で
）。

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
「
市
財
政
の
現
状
」

　

一
般
会
計
の
決
算
に
お
け
る

統
計
調
査
に
よ
り
、
市
財
政
の

現
状
を
各
指
標
で
表
し
ま
し
た
。

▽
実
施
計
画
の
見
直
し　

予
算

編
成
と
の
整
合
性
を
図
り
、
社

会
情
勢
等
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

▽
販
売
・
閲
覧
・
貸
出

・
販
売　

企
画
課
（
市
役
所
４

階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
３
階
）
で
販
売
（
１
部
200

円
）
し
ま
す
。

・
閲
覧　

企
画
課
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

・
貸
出　

企
画
課
、
図
書
館
で

貸
し
出
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
３
ま
で
。

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
学
童
保

育
所
ま
た
は
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館

の
利
用
を
希
望
す
る
方
の
申
込

み
を
、
12
月
３
日
㈪
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
今
回
の
申
込
み
分

か
ら
、
保
護
者
の
方
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
学
童

保
育
所
と
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
の

ど
ち
ら
か
利
用
し
や
す
い
方
を

選
ん
で
申
込
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、青
少
年
課（
市
役

所
３
階
）、
児
童
館
、
市
民
セ
ン

タ
ー
等
で
配
布
し
て
い
る
学
童

保
育
所
・
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
利

用
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

就
労
や
介
護
、
病
気

等
に
よ
り
放
課
後
に
保
育
を
必

要
と
す
る
小
学
生
の
保
護
者

▽
受
付
期
間　

12
月
３
日
㈪
〜

平
成
31
年
１
月
11
日
㈮

▽
受
付
場
所　

青
少
年
課

▽
土
曜
受
付　

12
月
22
日
㈯
、

１
月
５
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

正
午
に
、
保
育
課
前
（
市
役
所

１
階
）
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
夜
間
受
付　

１
月
８
日
㈫
・

10
日
㈭
午
後
５
時
30
分
〜
８
時

に
、
市
役
所
会
議
棟
で
受
付
を

行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
１
ま
で
。

　

実
施
計
画
は
、
第
四
次
基
本

計
画（
計
画
期
間
：
平
成
25
年
度

〜
33
年
度
）
に
掲
げ
た
目
標
の

達
成
と
新
た
な
行
政
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

▽
実
施
計
画
の
期
間　

平
成
31

年
度
〜
33
年
度
の
３
年
間

▽
実
施
計
画
の
内
容

○
「
主
要
事
業
」（
下
表
参
照
）

　

優
先
度
の
高
い
事
業
や
継
続

実
施
が
求
め
ら
れ
る
事
業
の
う

　

都
民
住
宅
と
は
、
中
堅
所
得

者
向
け
の
賃
貸
住
宅
で
す
。

▽
申
込
書
配
布
期
間　

12
月
３

日
㈪
〜
11
日
㈫

▽
申
込
書
配
布
場
所　

地
域
振

興
課
（
市
役
所
３
階
、
土
・
日

曜
日
は
除
く
）、市
民
セ
ン
タ
ー

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

▽
申
込
期
間　

郵
送
で
12
月
13

日
㈭
ま
で
に
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し

た
も
の
に
限
る
。

※
申
込
資
格
等
詳
細
は
募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
☎
03
─
３

４
９
８
─
８
８
９
４
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）
へ
。

ち
主
要
な
も
の
を
選
定
し
、
第

四
次
基
本
計
画
の
施
策
の
体
系

に
基
づ
き
整
理
し
た
う
え
で

「
主
要
事
業
」
と
し
て
定
め
ま

し
た
。
３
年
間
の
主
要
事
業
の

総
額
は
、
約
六
九
億
二
、
六
〇

〇
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
額

を
基
準
に
、
一
般
会
計
の
経
常

的
な
財
政
収
支
の
予
測
を
し
た

う
え
で
、「
主
要
事
業
」
を
実
施

し
た
場
合
、
３
年
間
で
約
四
八

億
七
、
三
〇
〇
万
円
の
財
源
不

足
が
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
今
後
、
行
政
改
革
の
推

進
に
よ
る
適
正
な
歳
入
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
民
間
活
力

の
導
入
の
推
進
、
優
先
度
を
踏

ま
え
た
事
業
の
縮
小
や
廃
止
等

事
業
の
最
適
化
を
図
り
、
財
源

不
足
の
圧
縮
を
図
る
と
と
も
に

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
、
清
原
市

民
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
及
び
市

内
各
保
育
施
設
で
配
布
〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

12
月
７
日
㈮

ま
で
（
日
曜
日
は
除
く
。
12
月

１
日
㈯
の
受
付
時
間
は
午
前
８

時
30
分
〜
正
午
）

▽
受
付
場
所　

保
育
課

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

保
育
施
設
へ
の
入
園
を
希
望
す

る
方
の
入
園
申
請
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
育
施
設
入
園

案
内
〔
保
育
課
（
市
役
所
１
階
）、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

　

市
は
、
玉
川
上
水
駅
施
設
に
、

に
ぎ
わ
い
創
出
、
情
報
発
信
等

を
行
う
た
め
に
東
大
和
市
ふ
れ

あ
い
広
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
の
平
成
31
年
度
の

運
営
希
望
者
を
広
く
募
集
し
、

審
査
を
経
て
運
営
者
を
決
定
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

公
共
施
設
等
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
・
内
線
１
４
８
１

ま
で
。

平成30年第4回市議会定例会を12月4日㈫から19日㈬まで開会します 詳細な日程については、議会事務局までお問い合わせください。
／問合せ　議会事務局・内線２００２まで

受
付
期
間
は
、
12
月
3
日
㈪
〜
１
月
11
日
㈮

学
童
保
育
所
・
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
申
込
み

東大和市
実施計画
を策定

受
付
期
間
は

12
月
７
日
㈮
ま
で

保
育
施
設
の

入
園
申
込
み

玉
川
上
水
駅
施
設

ふ
れ
あ
い
広
場

運
営
者
を

　募
集
し
ま
す

行政改革の
主な取組と

成果

平成29年度

使
用
料・手
数
料

等
の
見
直
し
結
果

都
民
住
宅

入
居
者
募
集

東大和市実施計画「主要事業」計上金額（平成31年度〜33年度の3か年合計金額）

第
四
次
基
本
計
画
の
分
野
別
計
画

第１章「豊かな人間性と文化をはぐくむまちを築くために」
◦学校給食施設運営（1,006,530千円）
◦�校務用電算機器及び校務ネットワーク更新と統合型校務
支援ソフトの導入（小・中学校）（258,365千円）
◦�小・中学校学習支援（スクールソーシャルワーカー・ティ
―ムティーチャー・学習支援員配置・地域未来塾実施・英
語指導助手派遣・学力学習状況調査）（189,430千円）ほか

25件 2,279,027千円

第２章「健康であたたかい心のかよいあうまちを築くために」
◦�総合福祉センター施設運営（606,123千円）
◦�在宅医療・介護連携推進事業（在宅医療・介護連携支援
センターいもくぼ、なんがい）（42,000千円）
◦�認定こども園実施（大和富士幼稚園）（341,706千円）
◦�認定こども園運営（定員拡大分）（こども学園）（38,136
千円）
◦�民間保育園運営（定員拡大分）（立野みどり保育園・明徳
保育園）（175,029千円）
◦�小規模保育実施（ふたば保育園・れんげ第二桜が丘保育園・
みつば保育園・向原第二保育園）（562,944千円）
◦�東大和元気ゆうゆうポイント事業（15,273千円）ほか

32件 2,424,278千円

第３章「暮らしと産業が調和した活力あるまちを築くために」
◦�地方創生活気ある商店街づくり（12,896千円）
◦�東大和市ふれあい広場運営（5,014千円）
◦�うまかんべぇ〜祭実行委員会運営費補助（11,700千円）

3件 29,610千円

第４章「環境にやさしく安全で快適なまちを築くために」
◦�自転車等駐車場環境整備（53,544千円）
◦�特色ある公園整備（69,228千円）
◦�防災行政無線（固定系）更新（364,970千円）
◦�公園灯LED化（7,953千円）　ほか

37件 1,624,137千円

第５章「相互の理解と協力に支えられるまちを築くために」
◦�マイナンバーカード交付（87,527千円）
◦�コンビニエンスストアにおける住民票の写し等交付
（47,314千円）　ほか

4件 173,610千円

行財政運営
◦�総合計画事務（40,452千円）
◦�まち・ひと・しごと創生（17,171千円）　ほか

6件 395,202千円

計 107件 6,925,864千円

平成29年度における主な行政改革の取組と成果
１　市民本位の行政サービスの推進
◦�マイナンバーを活用した、情報連携を開始（平成29年11月13日本格運用）し、
申請に伴う添付書類の提出について、一部を省略可能とした。
◦市役所1階入口ホールの庁舎案内板に多言語の表記を追加した。
２　市民参加・協働推進のための環境整備
◦「市長と語ろう会」（タウンミーティング）を継続実施
◦子育てアプリ検証のための、ワークショップを実施
◦市民協働による東大和元気ゆうゆう体操の普及啓発活動の実施
３　効果的・効率的な組織の整備と人材育成
◦職員の適正な定員管理の実施
◦職員の人事評価結果に基づく昇給及び昇任の実施
４　持続可能な自治体経営のための行財政運営
◦市税の収納率の向上97.2％（効果額28,951千円）
◦国民健康保険税の収納率の向上81.5%（効果額20,730千円）
◦�介護保険料の収納率の向上96.2％（効果額0円※目標は達成したが、前年度
と同じ収納率のため）
◦保育料の収納率の向上97.7％（効果額2,886千円）
◦学童保育所育成料等の収納率の向上94.7％（効果額1,609千円）
◦市有地の売却（平成29年度実績860千円）
◦�有料広告の拡大（市報１日号に広告を掲載980千円、ごみ分別アプリに広告
を掲載297千円　計1,277千円）
◦負担金、補助金等の見直し（当初予算比較△3,507千円）
◦需用費、役務費、使用料及び賃借料等の見直し（当初予算比較△26,082千円）
◦各種業務委託の見直し（当初予算比較△34,215千円）
◦財政調整基金の積立（平成29年度末残高2,270,233千円）
※�市税、国民健康保険税、保育料、学童保育所育成料等の収納率の向上の効果
額は、平成29年度と同じ調定額と仮定し、平成28年度の収納率で算定した
金額との比較です。
◎平成29年度における効果額の合計は120,117千円でした。

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 1 2 ・ 1 2東やまと市報



平成31年度
市・都民税の主な改正内容

◎配偶者控除の改正
◎配偶者特別控除の改正

　
立
野
一
丁
目
地
内

一
部
を
除
き
住
所
を
変
更
し
ま
す　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
が

送
付
さ
れ
ま
す

医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

■
配
偶
者
控
除
の
改
正

　

平
成
30
年
度
ま
で
は
、
本
人

と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
の

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下

（
給
与
収
入
103
万
円
以
下
）の
場

合
、
本
人
の
所
得
に
関
わ
ら
ず

一
律
33
万
円
（
配
偶
者
が
70
歳

以
上
の
場
合
は
38
万
円
）
の
配

偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度
か
ら

は
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
一
、

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、

配
偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
本
人
の
合
計

所
得
金
額
に
応
じ
て
控
除
額
が

　

立
野
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
（
土
地
の
換
地
処

分
）
に
伴
い
、
事
業
区
域
内
の

住
所
等
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
区
域
内
の
住
民

の
方
や
法
人
等
は
、
各
所
へ
の

住
所
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
必

要
な
手
続
き
の
お
知
ら
せ
を
し

見
直
し
さ
れ
ま
し
た
（
表
１
）。

■
配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正

　

平
成
30
年
度
ま
で
は
、
配
偶

者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
ら

れ
る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額

の
上
限
が
76
万
円
未
満
で
し
た

が
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
合
計

所
得
金
額
が
123
万
円
以
下
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
人
の
合
計
所
得
金

額
に
応
じ
て
控
除
額
が
見
直
し

さ
れ
ま
し
た
（
表
２
）。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
課
税

課
・
内
線
１
０
５
５
ま
で
。

　

12
月
中
旬
に
東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
、
現

在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え

た
場
合
、
自
己
負
担
額
の
軽
減

額
が
わ
か
る
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
申
請
等
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象　

生
活
習
慣
病
等
の
医

薬
品
が
処
方
さ
れ
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
へ
変
更
し
た
場
合
、

自
己
負
担
軽
減
額
が
１
か
月
当

　

国
民
健
康
保
険
制
度
と
健
康

に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、年
２
回（
８

月
と
12
月
）、
医
療
費
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
て
い
る
方
が
、
平
成
30

年
９
月
に
医
療
機
関
等
で
受
診

し
た
際
の
医
療
費
と
10
月
に
柔

道
整
復
師
か
ら
市
に
対
し
て
請

求
の
あ
っ
た
療
養
費
の
全
体
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
た
だ
し
、

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医

療
機
関
等
に
か
か
っ
た
総
医
療

費
が
三
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も

の
は
除
く
）。

　

国
保
の
場
合
、
医
療
証
等
を

お
持
ち
で
自
己
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
る
方
を
除
き
、
医
療
費
の

表１
本人の合計所得金額

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1000万円以下

控除対象配偶者 33万円 22万円 11万円
老人控除対象配偶者

（70歳以上） 38万円 26万円 13万円

表２

配偶者の合計所得金額
本人の合計所得金額

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1000万円以下

38万円超90万円以下 33万円 22万円 11万円
90万円超95万円以下 31万円 21万円 11万円
95万円超100万円以下 26万円 18万円 9万円
100万円超105万円以下 21万円 14万円 7万円
105万円超110万円以下 16万円 11万円 6万円
110万円超115万円以下 11万円 8万円 4万円
115万円超120万円以下 6万円 4万円 2万円
120万円超123万円以下 3万円 2万円 1万円
123万円超 適用無し

て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
実
施
時
期　

平
成
31
年
２
月

下
旬
か
ら
３
月
（
予
定
）

※
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
時
期

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
住
所
等
変
更
に
関
す
る
お
問

合
せ
は
、
市
民
課
・
内
線
１
０

１
６
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
す
る
お
問
合
せ
は
、
区
画
整

理
課
・
内
線
１
２
８
１
ま
で
。

た
り
300
円
以
上
見
込
ま
れ
る
方

（
81
歳
以
上
は
470
円
以
上
）

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
終

了
後
に
製
造
さ
れ
る
た
め
、
先

発
医
薬
品
と
比
べ
て
価
格
が
安

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
薬
と

同
一
の
有
効
成
分
を
含
み
、
有

効
性
や
品
質
、
安
全
性
が
同
等

で
あ
る
と
国
が
認
め
た
医
薬
品

で
す
。

▽
問
合
せ　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
☎
０
１
２
０
―
336
―
060
〔
発

送
日
の
翌
日（
12
月
中
旬
）～
平

成
31
年
１
月
31
日
の
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
〕
へ
。

※
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
開
設
期
間

以
外
は
東
京
都
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
☎
03
―
３
２
２
２

―
４
５
０
７
（
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
へ
。

額
の
う
ち
、
３
割
（
未
就
学
児

は
２
割
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
は
１
割
か
ら
３
割
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
に
は
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
）
を
被
保
険
者
が
病
院
な
ど

の
窓
口
で
支
払
い
、
残
り
は
国

保
税
や
国
の
負
担
金
な
ど
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

３
割
負
担
の
方
が
三
、
〇
〇
〇

円
を
窓
口
で
支
払
っ
た
場
合
は
、

七
、
〇
〇
〇
円
を
国
保
が
負
担

し
て
い
ま
す
。適
切
な
受
診
は
、

国
保
財
政
の
健
全
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
国
保
の
運
営
に
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
申
請

等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
の
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

　

平
成
31
年
５
月
11
日
㈯
・
12

日
㈰
に
、
都
立
東
大
和
南
公
園

で
開
催
す
る
来
場
者
８
万
人
以

上
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
〝
う
ま
か

ん
べ
ぇ
～
祭
〟
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
出
店

資
格
等
は
、産
業
振
興
課（
市
役

所
１
階
）
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
の
、
う
ま
か
ん
べ
ぇ

～
祭
協
賛
金
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み　
『
第
８
回
う
ま
か

ん
べ
ぇ
～
祭
協
賛
金
及
び
協
賛

出
店
申
込
書
』
を
産
業
振
興
課

図書館からのお知らせ（12月）
おはなし会

場所 対象（【　】は内容） 実施日・時間

中央図書館
☎042-564-
2454

４歳～小学１年生（保護者入場可）
15日は、クリスマスおはなし会

７日㈮午後３時30分～４時
15日㈯午後２時～２時30分

小学２年生以上
15日は、クリスマスおはなし会

８日㈯・15日㈯
午後３時30分～４時

桜が丘図書館
☎042-567-
2231

３歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】（クリスマス）

14日㈮
午前10時30分～11時

４歳以上
クリスマスおはなし会

13日㈭
午後３時30分～４時

清原図書館
☎042-564-
2944

３歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】

13日㈭
午前10時30分～11時

４歳以上
19日は、クリスマスおはなし会

12日㈬・19日㈬
午後３時30分～４時

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

移動図書館「みずうみ号」巡回日程
ステーション名 巡回時間 巡回日

多摩湖畔自治会集会所前 午後１時30分～２時15分
５日㈬
19日㈬上北台団地東側 午後２時30分～３時15分

蔵敷公民館 午後３時30分～４時15分
向原市民センター 午後２時30分～３時15分 12日㈬

26日㈬清水神社境内 午後３時30分～４時15分
※悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館ま
でお問い合わせください。

開館時間・休館日
月 火 水 木 金 土 日

中央図書館 午前10時
～午後５時 休館日

午前10時～午後7時 午前10時～午後5時
桜が丘図書館 午前10時～午後5時清原図書館 休館日
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館）、毎月第
３木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、特別資料整理期間
中央図書館・桜が丘図書館：12月４・11・18・20・24・25・28日～１月４日
清原図書館：12月３・４・10・11・17・18・20・24・25・28日～１月４日

うまかんべぇ～祭に
出店しませんか

企業／団体
ＰＲブース

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
協
賛
金
の
入
金
が
必
要
で
す
。

▽
募
集
期
限　

平
成
31
年
３
月

29
日
㈮
ま
で

▽
出
店　

会
場
内
に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
と
し
て
テ
ン
ト（
1
ブ
ー
ス
：

2
・
7
ｍ
×
3
・
6
ｍ
）
を
ご

用
意
し
ま
す
。
な
お
、
物
品
等

の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

　
「
第
７
回
ひ
が
し
や
ま
と
ス

イ
ー
ツ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
参

加
し
て
い
る
店
舗
を
め
ぐ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

里
山
の
「
手
入
れ
作
業
」
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
竹
林
の
間
伐

ス
イ
ー
ツ　
　
　
　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
す

市
立
狭
山
緑
地

里
山
体
験
講
座　

・
竹
林
の
間
伐　
　

・
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

ま
た
、
店
舗
の
情
報
を
ま
と

め
た
「
ス
イ
ー
ツ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
も
同
時
発
行
し
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
お
供
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
開
催
期
間　

平
成
31
年
２
月

28
日
㈭
ま
で

▽
景
品　

限
定
う
ま
べ
ぇ
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
（
先
着
100
人
）

▽
参
加
方
法

①
店
舗
で
300
円
以
上
購
入
す
る

と
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
ま
す
。

②
10
店
舗
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
各
店
舗
で
景
品
と

交
換
で
き
ま
す
。

▽
ス
タ
ン
プ
台
紙
配
布　

参
加

店
舗
、
市
内
公
共
施
設
、
観
光

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

・
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」
の
体
験

講
座
を
行
い
ま
す
。
講
座
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
雑
木
林
の

会
」
の
協
力
で
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方▽
日
時　

12
月
16
日
㈰
午
前
９

時
30
分
～
正
午

※
雨
天
中
止

▽
場
所　

市
立
狭
山
緑
地

▽
集
合
場
所
・
時
間　

郷
土
博

物
館
に
午
前
９
時
集
合

▽
募
集
人
数　

10
人（
申
込
順
）

▽
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

軍
手
（
滑
り
止
め
）、
筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
、
帽
子

▽
申
込
み　

12
月
10
日
㈪
ま
で

に
環
境
課
・
内
線
１
２
７
３
へ
。
今月の不燃ごみは、11日（火）～ 14日（金）の間で収集します 各地域、収集曜日が異なりますので、ごみ排出カレンダーやごみ分別アプリでご確認

ください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

市役所☎042−563−2111（代）平成 3 0 ・ 1 2 ・ 1 3 東やまと市報



郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

冬
の
番
組

中
高
生
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
発
表
会　
　
　
　

ぼ
く
ら
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
☆

あ
な
た
が
主
役　
東
大
和
で
お
も
て
な
し

英
語
で
地
域
を
紹
介
し
て
み
よ
う

～
Ｌ
ｅ
ｔ 
ｕ
ｓ 
ｇ
ｕ
ｉ
ｄ
ｅ 

ｙ
ｏ
ｕ
～

保
育
付
市
民
企
画

地
域
課
題
講
座

い
ま
、
こ
こ
で
と
も
に

暮
ら
す
―
ア
イ
ヌ
、
在
日

コ
リ
ア
ン
か
ら
考
え
る
―

ご
協
力
く
だ
さ
い

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
伴
う

交
通
規
制

　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
は
、
12
月
８
日
㈯
か
ら
冬

の
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
の

番
組
も
メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空
を

映
し
て
星
座
解
説
を
し
ま
す
。

投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

▽
投
影
期
間　

12
月
８
日
㈯
～

平
成
31
年
３
月
３
日
㈰
（
休
館

日
を
除
く
）

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
・

中
学
生
100
円
、
幼
児
は
無
料

※
12
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
は
ク

リ
ス
マ
ス
投
影
の
た
め
、
通
常

の
番
組
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
別
の
番
組
に
代
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
投
影
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

　

中
高
生
が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

投
影
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

日
頃
、
文
化
祭
等
ク
ラ
ブ
活

動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
生
徒
た

ち
の
投
影
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
入
退
場
は
投
影
の
合
間
だ
け

で
す
。
投
影
途
中
で
の
入
退
場

は
で
き
ま
せ
ん
。
昼
休
み
は
一

度
会
場
を
し
め
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
27
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
２
時
20
分

▽
投
影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
参
加

学
校
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

◎
午
前
11
時
の
番
組
「
星
の
見

え
る
丘
」

　

ほ
ろ
び
ゆ
く
星
の
運
命
を
知

っ
た
少
年
が
未
来
の
子
ど
も
た

ち
を
救
う
た
め
に
宇
宙
に
旅
立

つ
感
動
の
物
語
で
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
前
11
時

◎
午
後
１
時
の
番
組
「
日
本
人

の
愛
し
た
星
々
」

　

日
本
に
伝
わ
る
星
の
呼
び
名

や
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
後
１
時

◎
午
後
３
時
の
番
組
「
ス
ノ
ー

フ
レ
ー
ク
～
雪
は
天
か
ら
の
手

紙
」

　

雪
の
結
晶
の
で
き
方
や
結
晶

の
種
類
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の
雪
の
結
晶

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

平
日
、土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
午
後
３
時

■
季
節
の
投
影
「
ク
リ
ス
マ
ス

投
影
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
聴
き

な
が
ら
、
星
空
を
楽
し
み
ま
す
。

職
員
が
直
接
、
お
話
を
す
る
投

影
で
す
。
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ク

リ
ス
マ
ス
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
日
時　

12
月
15
日
㈯
・

16
日
㈰
の
午
前
11
時
、
午
後
１

時
、
３
時
（
各
回
50
分
程
度
）

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

各
回
100
人
（
当
日
先

着
順
）

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
中

学
生
100
円
、
幼
児
は
無
料

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
日
の
通
常
の

番
組
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
☎
042
―
567
―
４
８
０
０

ま
で
。

　

市
内
に
は
色
々
な
文
化
を
背

景
に
も
つ
人
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
ア
イ
ヌ
と
在

日
コ
リ
ア
ン
を
中
心
に
学
び
ま

す
。
日
本
で
の
歴
史
や
文
化
、

今
の
暮
ら
し
を
知
り
、「
こ
こ

で
と
も
に
暮
ら
す
」
を
み
ん
な

で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。　

▽
対
象　

成
人

▽
講
師
・
内
容
・
日
時　

下
表

参
照

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館
、
第

２
回
は
都
内
見
学

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
。
保

育
室
利
用
者
12
人
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
保
育
室
未
経
験
者

を
優
先
し
そ
の
後
抽
選
）

▽
費
用　

原
則
無
料
（
第
２
回

は
交
通
費
・
食
費
が
必
要
）

【
本
講
座
で
の
保
育
利
用
】

▽
対
象　

平
成
30
年
４
月
17
日

生
ま
れ
～
就
学
前
の
乳
幼
児

▽
開
催
日
・
内
容　

平
成
31
年

▽
場
所　

郷
土
博
物

館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

90
人
（
当

日
先
着
順
）

▽
観
覧
料　

大
人
300

円
、小
・
中
学
生
100
円

（
こ
の
観
覧
料
で
全
て

の
学
校
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
投
影
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

▽
問
合
せ　

郷
土
博

物
館
☎
042
―
567
―
４

８
０
０
ま
で
。

中高生のプラネタリウム発表会スケジュール
時間 投影する学校

午前10時10分～
10時40分

桐朋中学校・高校地学部α
「Future sky」

午前10時50分～
11時20分

中央大学附属中学校・高校地学研究部Ａ
「宇宙なんでもランキング」

午前11時30分～正午 立川高校天文気象部
「共に行こう、星空旅行」

正午～午後1時 昼休み

午後1時～1時30分 中央大学附属中学校・高校地学研究部Ｂ
「古今“南北”星座の旅」

午後1時40分～
2時10分

桐朋中学校・高校地学部β
「探査機フライト」

※進行上、時間が変更となる場合があります。

１
月
17
日
㈭
は
慣
ら
し
保
育
・

保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

３
月
14
日
㈭
は
保
育
懇
談
会

▽
申
込
み　

上
北
台
公
民
館
☎

　

地
域
で
お
も
て
な
し
を
す
る

た
め
の
基
礎
知
識
を
英
語
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

五
日
市
憲
法
草
案
が
発
見
さ

れ
て
50
年
を
記
念
し
て
、
東
大

和
で
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
ガ
イ

ド
す
る
体
験
も
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

▽
日
時
・
講
師
・
内
容　

下
表

参
照

042
―
567
―
２
６
９
１（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
可
）ま
で
。

※
保
育
利
用
の
申
込
み
は
、
平

成
31
年
１
月
９
日
㈬
ま
で
。

　

第
53
回
東
大
和
市
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
開
催
に
伴
い
、
都
立

東
大
和
南
公
園
の
周
辺
道
路
を

交
通
規
制（
迂
回
の
お
願
い
等
）

し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
交
通
規
制
の
日
時　

12
月
2

日
㈰
午
前
8
時
30
分
～
午
後
1

時
頃
（
荒
天
の
場
合
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

回 日　　程 テ　ー　マ 講　　　師

１ 平成31年１月24日㈭
午前10時～正午

日本の中の民族問題：マジ
ョリティとしての「大和民
族」の視点から

一盛眞氏（大東文化大学教授）

２ 平成31年２月１日㈮
全日

見学会「みて、きいて、味
わう」

アイヌ交流センター職員
高麗博物館職員

３ 平成31年２月７日㈭
午前10時～正午

スライドトーク「アイヌの
傍らで撮りつづけて」 宇井眞紀子氏（写真家）

４ 平成31年２月14日㈭
午前10時～正午

イランカラプテ！
きっと身近にもアイヌ民族

宇佐照代氏（アイヌ料理店ハ
ルコロ店主）

５ 平成31年２月21日㈭
午前10時～正午

日本で暮らすコリアンをめ
ぐって

李尚珍氏（山梨英和大学准教
授）

６ 平成31年２月28日㈭
午前10時～正午

アンニョンハセヨ！
いま、ここに暮らす

鄭晋和氏（東大和どっとネッ
トの会、元朝鮮大学校教授）

７ 平成31年３月７日㈭
午前10時～正午

ワークショップ「知ったこ
と、いま思うこと」

ファシリテーター：企画委員、
公民館職員

▽
場
所　

蔵
敷
公

民
館
他

▽
定
員　

20
人

（
申
込
順
）

▽
申
込
み　

蔵
敷

公
民
館
☎
042
―
566

―
０
５
５
１
（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
込
可
） 

ま
で
。

回 日　時 講　師 内　容

1
平成31年
1月12日㈯
午後１時～４時

・安島喜一氏
　（郷土史研究家）
・中網栄美子氏
　（通訳案内士）

観光大国・日本へ
向けた「おもてな
し」とわたし

2

平成31年
1月19日㈯
午後１時30分

～４時 中網栄美子氏

わたしたちの街の
歴史を世界に発信
しよう（フィール
ドワーク）

3

平成31年
1月26日㈯
午後１時30分

～４時

わたしたちの街を
ガイドする（基本
と応用）

平成31年　公民館保育室体験講座
　公民館で活動している保育付き自主グループの活動内容及び保育室を体験できる講座を行います。詳しくは、下
表をご覧いただくか、お問い合わせください。
時間 午前10時～正午　全コース共通（保育ありの方は、９時45分までにお越しください）
場所 中央公民館 南街公民館 上北台公民館
サークル名 絵本の会 キラキラコパン ジュタドールクラブシュシュ ゆる体操ゆるり
サークルの
紹介

絵本にまつわる子育てエピ
ソードや絵本の選び方・親
子で楽しめる絵本の読み方
など学んでいます。

音楽や作品作り、料理な
どみんなで話し合い毎回
新しいことをしています。

ペーパークラフトの一種で
す。基本的な作業「切って
貼るだけ」。雑貨を可愛く
デコレーションしましょう。

体をさすったり、ゆらしたりしな
がら体をゆるめていく体操です。
妊娠中のママさんからシニアの方
まで幅広い方が活動しています。

日程 １月17日㈭、２月14日㈭、
２月21日㈭

①１月17日㈭②２月14
日㈭③２月21日㈭　

１月22日㈫、２月26日㈫、
３月12日㈫　

１月11日㈮、１月25日㈮、
２月８日㈮

内容 幼児から小学生まで、幅広
い年齢にオススメの絵本を
毎回紹介します。

①ハーバリウム作り②バ
レンタインスイーツ作り
③音楽でリフレッシュ

雑貨、小物でジュタドール
作品を作ります。

気軽にできる軽体操です。
動きやすい服装で参加くだ
さい。

定員（保育） 各10人（保育のみ合同で８人まで） ７人（４人） ８人（３人）
参加費 なし ①1,000円②1,250円

③500円 ３回で1,500円 １回750円
申込期間 12月１日㈯～15日㈯
問合せ 中央公民館☎042-564-2451 南街公民館

☎042-564-2771
上北台公民館
☎042-567-2691

※希望のグループを選択し申込みください（重複可）。保育室の利用は１歳～未就学児です。原則３回出席できる方を優先します。

▽
交
通
規
制
の
区
域　

別
図
の

と
お
り

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

平成30年12月１日～平成31年１月31日は「政治家の寄附禁止強化月間」です～贈らない、求めない、受け取らない～

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 1 2 ・ 1 4東やまと市報



外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
学
習
教
室

長
野
で
２
泊
３
日

子
ど
も
雪
国
体
験
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

成
人
式
の　
　

　
　
　
ご
案
内

　

私
た
ち
は
皆
、
自
分
の
存
在

と
尊
厳
が
守
ら
れ
、
自
由
に
幸

せ
を
追
い
求
め
る
こ
と
の
で
き

る
権
利
「
人
権
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。
世
界
人
権
宣
言
で
は
、

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
も
、

様
々
な
理
由
で
人
権
侵
害
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
自
分
ら
し
く
生
き
、
そ
し
て
、

他
の
人
た
ち
と
と
も
に
皆
が
幸

せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、
認

め
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

人
権
週
間
を
機
に
、
あ
ら
た

め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

12月４日㈫～10日㈪は人権週間

みんなで築こう人権の世紀

考えよう　相手の気持ち　　　　　　
未来へつなげよう　違いを認め合う心

人権についての相談窓口
人権身の上悩みごと相談
日時　毎月第３木曜日午前９時30分～正午
場所　市民相談室（市役所４階）
内容　�法務大臣から委嘱された５人の人権擁

護委員の方々（高橋榮氏・鈴木一德氏
・眞﨑一郎氏・佐々木榮子氏・野上ミ
チ子氏）が人権に関する相談等を行っ
ています。事前予約制。

問合せ　秘書広報課・内線1413まで。

男女共同参画相談窓口
日時　月～金曜日午前８時30分～午後５時
場所　地域振興課（市役所３階）
内容　�男女差別、セクシャル・ハラスメント、

パワー・ハラスメントなどで困ってい
ませんか。女性相談員が相談に応じま
す。事前予約制。

問合せ　地域振興課・内線1715まで。

インターネットにおける
人権侵害に関する法律相談
日時　毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　午後１時～午後４時
場所　�東京都人権プラザ（港区芝2−5−6芝

256スクエアビル１・２階）
内容　�インターネットの書き込み等における

人権侵害に関する法律相談を行いま
す。相談時間は40分です。事前予約制。

問合せ　�東京都人権プラザ☎03−6722−
0124

人権週間の催し物
人権・男女共同参画パネル展
期間　12月４日㈫～10日㈪
場所　市役所１階入口ホール
内容　パネル展示、啓発冊子、物品の配布
問合せ　総務管財課・内線1311
　　　　地域振興課・内線1715

夜間人権ホットライン
日時　12月６日㈭午後５時～８時
内容　�差別などの人権に関する法律相談を弁

護士が夜間に電話でお受けします。１
回の相談時間は10分程度です。

ホットライン　☎03−6722−0127
問合せ　�（公財）東京都人権啓発センター☎

03−6722−0124または03−6722
−0125

ま
し
ょ
う
。

■
差
別
を
な
く
す
た
め
に

　

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
、

「
人
権
」
と
い
う
視
点
か
ら
も

う
一
度
考
え
直
し
て
み
る
と
、

何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
日
常

生
活
の
中
に
も
、
様
々
な
問
題

や
差
別
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
差
別
を

解
消
す
る
た
め
、
平
成
28
年
に
、

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」、「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」、「
部

落
差
別
解
消
推
進
法
」
の
３
つ

の
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

人
は
皆
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。
人
権
を
取
り
巻

く
現
実
を
知
り
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
ま
し
ょ

う
。

■
女
性
に
対
す
る
差
別

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定

的
に
と
ら
え
る
意
識
や
風
習
は
、

未
だ
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
家

庭
や
職
場
等
に
お
い
て
様
々
な

男
女
差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
や
恋
人
等
か
ら
の

暴
力
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
職
場
等
に
お
け
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
性
犯
罪
な
ど
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
」
も
、
重
大
な
人
権

問
題
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
高
齢
者
に
対
す
る
差
別
・
虐
待

　

平
均
寿
命
の
延
伸
や
少
子
化

を
背
景
と
し
て
、
急
速
に
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
豊
か

な
経
験
や
知
識
が
あ
り
な
が
ら

も
、
年
齢
を
理
由
に
社
会
参
加

の
機
会
を
奪
わ
れ
た
り
、
住
宅

の
賃
借
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
者
に
よ
る
身
体

的
・
心
理
的
虐
待
や
介
護
放
棄
、

高
齢
者
の
家
族
等
が
本
人
に
無

断
で
そ
の
財
産
を
処
分
・
活
用

し
た
り
す
る
経
済
的
虐
待
な
ど

の
「
高
齢
者
虐
待
」
の
増
加
も

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
尊
厳
・
権
利
が
尊

重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
社
会
を

目
指
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
共
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

■
障
害
者
に
対
す
る
差
別
・
虐

待
　

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理

解
や
配
慮
は
、
い
ま
だ
十
分
で

な
く
、
そ
の
結
果
、
障
害
の
あ

る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
が
阻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
障
害

者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
や
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
な

ど
、
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

互
い
に
尊
重
し
、
地
域
で
共
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
一
日
も
早
い

到
来
が
待
た
れ
ま
す
。

※
９
ペ
ー
ジ
に
障
害
者
週
間
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
同
和
問
題

　

同
和
問
題
と
は
、
封
建
時
代

の
身
分
制
度
や
歴
史
的
、
社
会

的
に
形
成
さ
れ
た
人
々
の
意
識

に
起
因
す
る
差
別
が
、
様
々
な

形
で
現
れ
て
い
る
わ
が
国
固
有

の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
現

在
も
な
お
、
被
差
別
部
落
の
出

身
と
い
う
理
由
で
様
々
な
差
別

を
受
け
、
基
本
的
人
権
を
侵
害

さ
れ
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
差
別
行
為
は
、
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
人
権
週
間
強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

○ 

障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

○ 

部
落
差
別
等
の
同
和
問
題
に

関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う

○ 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

○ 

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う
○ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

○ 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う

○ 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

○ 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
よ
う

○ 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

○ 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

○ 

性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○ 

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
総
務

管
財
課
・
内
線
１
３
１
１
ま
で
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
学
習

教
室
で
は
、
学
習
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
・
連
絡
先

・
日
本
語
の
会
：
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
／
南
街
公
民

館
／
荒
畑
☎
080
―
１
３
２
３
―

９
５
４
７

・
に
ほ
ん
ご
友
の
会
：
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
／
中
央
図
書
館
／
高
橋
☎
090

―
４
５
９
８
―
１
３
８
２

・
あ
つ
ま
れ
日
本
語
ひ
ろ
ば
：

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時

～
11
時
30
分
／
桜
が
丘
市
民
セ

　

自
然
が
豊
富
で
全
国
で
も
有

数
の
雪
国
で
あ
る
長
野
県
栄
村

を
舞
台
に
、
ス
キ
ー
や
雪
遊
び

な
ど
の
雪
国
体
験
を
す
る
と
と

も
に
、
お
年
寄
り
の
お
宅
の
雪

か
き
を
す
る
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
ま
す
。

　

雪
国
な
ら
で
は
の
経
験
を
通

じ
、
こ
の
冬
一
番
の
思
い
出
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

東
大
和
市･

昭
島
市･

瑞
穂
町
・
武
蔵
村
山
市
在
住
の

小
学
４
年
生
～
小
学
６
年
生

※
保
護
者
の
参
加
は
不
可
。

▽
日
程　

平
成
31
年
２
月
９
日

㈯
～
２
月
11
日
（
祝
日
）（
２
泊

３
日
）

▽
場
所　

長
野
県
栄
村

▽
定
員　

60
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

ン
タ
ー
／
西
山
☎
090
―
６
７
０

７
―
５
９
９
７

※
詳
細
は
各
教
室
に
直
接
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
６
ま
で
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
門
出
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
成
人
式
の

式
典
と
成
人
式
実
行
委
員
会
に

よ
る
催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。

案
内
状
は
12
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
新
成
人
の
ご
家
族
は
ハ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
て
、

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
成
人
式

の
様
子
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
対
象　

平
成
10
年
４
月
２
日

～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

▽
日
時　

平
成
31
年
１
月
14
日

（
祝
日
）
午
後
１
時
か
ら

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
、
市
報
平
成
31
年

１
月
１
日
号
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

▼

前
回
の
成
人
式
の
様
子

▽
参
加
費　

一
万
五
、
〇
〇
〇

円
（
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
レ
ン
タ

ル
す
る
場
合
は
プ
ラ
ス
二
、
〇

〇
〇
円
）

▽
申
込
期
間　

12
月
３
日
㈪
～

12
月
９
日
㈰

▽
申
込
方
法

・
ウ
ェ
ブ
：
子
ど
も
雪
国
体
験

事
業
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
記
入
し
、
〒
113- 

0033
文
京

区
本
郷
３
―
28
―
10
柏
屋
ビ
ル

２
階
㈱
オ
フ
ィ
ス
ダ
イ
ナ
マ
イ

ツ
内
子
ど
も
雪
国
体
験
事
業
事

務
局
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
一
枚
に
つ
き
、
お
一
人

の
申
込
み
で
す
。

▽
当
選
発
表　

抽
選
の
場
合
、

抽
選
結
果
は
12
月
13
日
㈭
頃
発

表
予
定
で
す
。
ウ
ェ
ブ
応
募
の

場
合
は
メ
ー
ル
に
て
、
往
復
は

が
き
応
募
の
場
合
は
返
信
用
は

が
き
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
主
催　

子
ど
も
雪
国
体
験
事

業
実
行
委
員
会

▽
問
合
せ　

㈱
オ
フ
ィ
ス
ダ
イ

ナ
マ
イ
ツ
内
「
子
ど
も
雪
国
体

験
事
業
」
事
務
局
☎
03
―
４
４

０
０
―
１
８
８
０
（
12
月
３
日

㈪
か
ら
。
午
前
10
時
～
午
後
６

時
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12

月
29
日
㈯
～
１
月
３
日
㈭
は
除

く
）
へ
。

・
往
復
は
が
き
：
返
信
の
宛
名

面
に
、
応
募
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
、
返
信
の
本
文

面
に
、
参
加
者
の
氏
名
（
ふ
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△子ども雪国体
験事業参加申込
みフォームはこ
ちらから

放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅からおおむ 
ね800メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで
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（１）職員の任免の状況
　①採用者数及び退職者数の状況（平成 29 年度）

区　分　　

採用者数 退職者数

29年 4月 1日
29 年 4月 2日

～
30年 3月 31 日

【参考】
30年4月1日

29 年 4月 1日
～

30年 3月 30 日
30年 3月 31日

一般事務職 14 人（26 人） 0人 （0人） 13 人（22 人） 1人 （1人） 5人 （5人）

技 術 職 0人 （6人） 0人 （0人） 0人 （3人） 0人 （0人） 1人 （3人）

保 育 士 0人 （2人） 0人 （0人） 0人 （5人） 0人 （0人） 4人 （1人）

栄 養 士 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人）

保 健 師 0人 （1人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （1人）

看 護 師 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人）

歯科衛生士 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人）

技能労務職 0人 （1人） 0人 （0人） 0人 （2人） 1人 （0人） 3人 （1人）

計 14 人（36 人） 0人 （0人） 13 人（32 人） 2人 （1人） 13 人（11 人）

※（　）内は、再任用職員数であり、外書きです。
　②事由別退職者数（平成 29 年度）

定年 勧奨 普通 懲戒 分限 失職 死亡 計

11 人 0 人 4 人 0 人 0 人 0 人 0人 15 人

（２）職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

区　分

部　門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
平成 29 年 平成 30 年

一般行政
部　　門

議会 7人 7人 0人

総務 127 人 128 人 1 人
業務増、東京都への派遣職員の増、欠員
不補充等

税務 39 人 38 人  △ 1 人 業務の見直しによる減

民生 105 人 107 人 2 人 業務増、業務終了による減、欠員不補充等

衛生 32 人 31 人 △ 1人 欠員不補充

農林水産 3人 3人 0人

商工 5人 5人 0人

土木 46 人 45 人 △ 1人 欠員不補充

小計 364 人 364 人 0 人

特別行政
部　　門

教育 68 人 68 人 0 人 業務増、欠員不補充

小計 68 人 68 人 0 人

公　　営
企 業 等
会計部門

下水道 8人 8人  0 人

その他 36 人 36 人 0 人 業務増、体制再編、業務縮小による減等

小計 44 人 44 人 0 人

合 計 476 人 476 人 0 人

※ 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職
者及び派遣職員を含み、一部事務組合への派遣職員や臨時又は非常勤の職員
を除きます。

　②級別職員数の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
ア　一般行政職

区 分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級
計標準的な

職務内容 主　事 主　任 係　長 課　長 部　長

職 員 数 134 人 92 人 99 人 44 人 14 人 383 人

構 成 比 35.0 ％ 24.0 ％ 25.8 ％ 11.5 ％ 3.7 ％ 100.0 ％

イ　技能労務職
区 分 １　級 ２　級

計標準的な
職務内容 技能主事 技能主任

職 員 数 2人 15 人 17 人

構 成 比 11.8 ％ 88.2 ％ 100.0 ％

※標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職務です。

　③年齢別職員構成の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区 分 20 歳未満 20～ 29歳 30～ 39歳 40～ 49歳 50～ 59歳 60～ 65歳 計

職員数 0人 100 人 132 人 132 人 102 人 32 人 498 人

※再任用短時間職員を含みます。
　④定員適正化の状況
◎ 第５次行政改革大綱（計画期間：平成 29 ～ 33 年度）における定員管理の目標

値と年次別職員数（実績）の概要（各年 4 月 1 日現在）
             区　分

部　門
２８年
計画前年

２９年
１年目

３０年
２年目

３１年
３年目

３２年
４年目

３３年
５年目

一般行政
前年比 － 10 人 0 人

職員数 354 人 364 人 364 人

特別行政
前年比 － △ 15 人 0 人

職員数 83 人 68 人 68 人

公営企業
等 会 計

前年比 － 6人 0人

職員数 38 人 44 人 44 人

合 計
前年比 － 1人 0人

職員数 475 人 476 人 476 人

目 標 値 476 人 475 人 474 人 473 人 472 人

※職員数には定員外職員（派遣職員等）を含みます。

（１）職員採用試験の実施の状況（平成 29 年度）
◎平成 29 年 7 月実施　　　　　　　　　   ◎平成 29 年 9 月実施

職 種 応募人数 受験者数 合格者数 職 種 応募人数 受験者数 合格者数

一 般 事 務
(身体障害者 )

0 人 0 人 0 人 一 般 事 務 366 人 317 人 13 人

保 健 師 0人 0人 0人
一 般 事 務
(身体障害者)

1 人 1 人 0 人

建 築 技 術 5人 4人 0人 建 築 技 術 2人 2人 0人

（２）昇任試験・昇任選考の実施の状況（平成 29 年度）
◎平成 30 年 4 月 1 日付け昇任

区 分 対象職層 資　　格 対象者 受験者 合格者

主 任 職
昇任試験

主事職
主事職の経験が 6 年以上で、年
齢が 28 歳以上 34 歳未満

53 人 10 人 2 人

主 任 職
昇任選考

主事職
主事職の経験が 8 年以上で、年
齢が 34 歳以上

20 人 10 人 9 人

係 長 職
昇任選考A

主任職
主任職昇任試験の合格者である
こと

7人 － 6人

係 長 職
昇任選考B

主任職
主任職の経験が 1 年以上で、年
齢が 36 歳以上

113 人 － 6人

課 長 職
昇任選考 係長職 係長職の経験が 5年以上 － － －

（１）人件費の状況（平成 29 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口
30年 1月 1日現在

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率
Ｂ／Ａ

85,718 人 31,608,236 千円 1,420,831 千円 4,289,929 千円 13.6％

※人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含みます。
※数値は、平成 29 年度地方財政状況調査の数値です。

（２）職員給与費の状況（平成 29 年度一般会計決算）
職員数（Ａ）

29 年 4 月 1 日
現在

給与費 1人当たり
給 与 費
Ｂ／Ａ給料 職員手当

期末・
勤勉手当

計（Ｂ）

457 人 1,648,543 千円 442,037 千円 720,134 千円 2,810,714 千円 6,150 千円

※職員手当には、退職手当を含みません。
※ 国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高齢医療の各事業については、特別

会計となりますので、上記の数値には含みません。
※再任用短時間職員分を含みます。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）
区 分 28 年 29 年

東大和市 99.7 100.4

東 京 都 101.6 101.6

※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

（６）職員の初任給の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区　分 東大和市 東京都 国

一般行政職
大学卒 182,700 円 182,700 円

総合職 183,700 円
一般職 179,200 円

高校卒 144,600 円 144,600 円 147,100 円

技能労務職 高校卒 142,000 円 142,000 円 144,500 円

　④特殊勤務手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1人当たり平均支給年額（29 年度決算） 23,665 円

職員全体に占める手当支給職員の割合（29 年度決算） 19.8 ％

手当の種類（手当数） 8

（８）職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成 29 年度）

東大和市 東京都 国

1 人当たりの
平均支給額

1,578 千円 1,836 千円 －

支給
割合

期末
手当

2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分）

勤勉
手当

1.90 月分（0.90 月分） 1.90 月分（0.90 月分） 1.80 月分（0.85 月分）

加算措置
の 状 況

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3～ 20％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3～ 20％

・管理職加算　15 ～ 25％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3～ 20％

・管理職加算　15 ～ 25％

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　②退職手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）（単位：月分）

区　分
東大和市 東京都 国

普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 23.00 23.00 23.00 23.00 19.6695 24.586875

勤続 25 年 30.50 30.50 30.50 30.50 28.0395 33.27075

勤続 35 年 43.00 43.00 43.00 43.00 39.7575 47.709

最高限度額 43.00 43.00 43.00 43.00 47.709 47.709

平成29年度の
1 人 当 た り
平均支給額

9,179 千円 21,490 千円 1,941 千円 21,624 千円 － －

平均勤続年数 19 年 11 月 39 年 4 月 5 年 10 月 33 年 8 月 － －

※ 退職手当の支給事務を共同処理するため、東大和市は他の地方公共団体とともに退職手
当組合を組織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じ
です。

（４）一般行政職給料表の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

１ 号 給 の 給 料 月 額 140,300 円 198,500 円 224,800 円 284,000 円 479,100 円

最高号給の給料月額 324,300 円 362,500 円 415,100 円 455,000 円 508,900 円

（５）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
　　 （平成 30 年 4 月 1 日現在）

区　分

一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢
平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢

東大和市 310,637 円
407,200 円

40.7 歳 331,052 円
386,528 円

53.7 歳
370,076 円 379,606 円

東 京 都 314,490 円
444,592 円

41.5 歳 292,009 円
391,826 円

49.7 歳
395,638 円 361,938 円

国 330,531 円 410,719 円 43.6 歳 286,833 円 328,360 円 50.6 歳

※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外

勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、平均給与月額の上段は、こ
れらのすべての諸手当込みのものであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。
また、下段は、比較のため国家公務員と同じベース（国家公務員の平均給与月額には、
時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないため）で再計算したものです。

（７）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 267,900 円 307,371 円 373,625 円

高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

技能労務職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

　③地域手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1人当たり平均支給年額（29 年度決算） 459,918 円

支給対象職員数 498 人

支給率 12 ％

※再任用短時間職員分を含みます。

手当の名称 主な支給対象業務 支給単価

行旅死病人取扱手当
行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容等
の業務

１件あたり
死体：5,000 円
病人：3,000 円

防疫作業手当 感染症等の発生予防のための防疫作業 日額：1,000 円

危険薬物取扱手当
毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業又は農
作物消毒作業

日額：2,000 円

滞納整理事務手当 市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務 日額 ：　200 円

賦課調査事務手当 市税賦課に必要な所得又は家屋の調査事務に従事 日額：　200 円

社会福祉業務手当
ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生活
訓練、心身障害者の生活実習等の業務

日額 ：　200 円

犬・猫等の
死体処理手当

犬・猫等の死体等の処理 1件 ：　300 円

災害時緊急出動手当 風水震災等の非常時に緊急出動した場合 1回：1,000 円

※再任用短時間職員分を含みます

　⑤時間外勤務手当
平成 28 年度 平成 29 年度

支給実績 112,144 千円 114,657 千円

職員１人当たり平均支給年額 254 千円 262 千円

※再任用短時間職員分を含みます。

　⑥その他の手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）

手当名
内容及び支給単価

東大和市 東京都 国

扶養手当

子　               9,000 円
（子が満 16 歳年度初めから
満 22 歳年度末までの場合は
13,000 円）
子以外の扶養親族　 6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　         9,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 13,000 円）
子以外の扶養親族　

6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　　        10,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 15,000 円）
子以外の扶養親族

6,500 円

住居手当

世帯主等のうち、満 34 歳に
達する日以後の最初の 3月
31 日までの間にある者で自
ら居住するための住宅を借り
受け、月額 15,000 円以上の
家賃を支払っているもの

月額 15,000 円

世帯主等のうち、満 34
歳に達する日以後の最
初の 3月 31 日までの
間にある者で自ら居住
するための住宅を借り
受け、月額 15,000 円
以上の家賃を支払って
いるもの

月額 15,000 円

借家（最高）
27,000 円

管理職手当
(特別調整額)

部長及び局長　　   95,000 円
参事               83,000 円
課長及び副参事     71,000 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
22,600 円～ 140,800 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
46,300 円～ 146,400 円

管 理 職 員
特別勤務手当

参事 (部長・局長 ) 12,000 円
参事 (上記以外）    10,000 円
副参事             10,000 円
6 時間を超える勤務は、

5割増

平日深夜（午前 0時から午前
5時まで）については、
参事 (部長・局長 )  6,000 円
参事 (上記以外 )    5,000 円
副参事              5,000 円

役職の区分に応じて、
4,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
6,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0時か
ら午前 5時まで）につ
いては、

2,000 円～ 6,000 円

役職の区分に応じて、
6,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
9,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0時か
ら午前 5時まで）につ
いては、

3,000 円～ 6,000 円

宿日直手当 １回               12,000 円
勤務の態様に応じ、

3,000 円～ 30,000 円
勤務の態様に応じ、

2,100 円～ 20,000 円

（９）特別職等の報酬等の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区 分 給与月額等

給 料 市長 895,000 円、副市長 766,000 円、教育長 710,000 円

報 酬 議長 529,000 円、副議長 484,000 円、議員 458,000 円

期末手当
市長、副市長、教育長（29 年度支給割合）　4.50 月分

議長、副議長、議員　（29 年度支給割合）　 4.50 月分

退職手当

市 長 給料月額×  4  ×勤続年数　任期ごとに支給

副市長 給料月額×  3  ×勤続年数　任期ごとに支給

教育長 給料月額× 2.5 ×勤続年数　任期ごとに支給

※ 特別職の報酬等の額は「東大和市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例で定められ
ています。

※退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組
織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

（１）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
職員の正規の勤務時間は、次のとおりです。

正規の勤務時間 休憩時間 週休日

午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 正午～午後 1時 日曜日、土曜日

※ 児童館、保育園などのように、職務の性質により上記の勤務時間の割り振り、休憩時間
により難い職員については、勤務時間の割り振り等を別に定めています。

（２）年次有給休暇の取得の状況
　労働基準法の規定に基づき、原則として 1 年に 20 日の有給休暇が与えられます。平成
29 年中の平均取得日数は、11.3 日となっています。

（１）分限処分の状況（平成 29 年度）
種　類

事　由
降　任 免　職 休　職 合　計

勤務実績が良くない場合 0人 0人 － 0人

心身の故障の場合 0人 0人 11 人 11 人

職に必要な適格性を欠く場合 0人 0人 － 0人

廃職又は過員を生じた場合 0人 0人 － 0人

刑事事件に関し起訴された場合 － － 0人 0人

合　　　計 0人 0人 11 人 11 人

※ 分限処分は、地方公務員法第 28 条の規定により、公務能率を維持することを目的として
職員がその職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反し
て行う処分です。人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（２）懲戒処分の状況（平成 29 年度）
種　類

事　由
免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計

法令等に違反した場合 0人 0人 0人 0人 0人

職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合 0人 0人 0人 0人 0人

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0人 0人 1人 0人 1人

合　　　計 0人 0人 1人 0人 1人

※ 懲戒処分は、地方公務員法第 29 条の規定により、公務における規律と秩序を維持するこ
とを目的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。

市職員の給与・
勤務条件等を　
公表します

２　職員の試験及び選考状況

３　職員の給与の状況

４　職員の勤務時間その他の
勤務条件の状況

５　職員の分限及び懲戒処分の状況

（次ページへ続く）

（前ページの続き）　市では、人事行政の公平性や透明性を高め、市民の皆さんの一層のご
理解をいただくため、東大和市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例を制定し、年１回、職員の任免、給与、勤務条件、服務、研修等人
事行政の運営の状況を公表しています。詳細は、市のホームページをご
覧ください。
【給与決定の仕組み】
　地方公務員の給与は、地方公務員法により、生計費、国や他の地方公
共団体の職員、民間企業の従業員の給与などを考慮して定めることとさ
れています。国や都は毎年、民間企業との均衡を図るために民間給与の
水準を調査し、その結果を踏まえた勧告を行います。
　市職員の給与は、これらの勧告や多摩各市の動向を踏まえつつ、市議
会の議決を経た条例により決定されます。
【職員定数の適正化】
　市では、これまで事務事業の見直し、組織の合理化、民間委託の推進
などを通じて職員数の適正化に取り組んできました。
　その結果、職員数は平成６年度の６５２人をピークに、平成３０年度
当初は４７6人となりました。
▷問合せ　 職員課・内線１３３２（定員については企画課・内線１４２５）

まで。

１　職員の任免及び職員数に関する状況
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（１）職員の任免の状況
　①採用者数及び退職者数の状況（平成 29 年度）

区　分　　

採用者数 退職者数

29年 4月 1日
29 年 4月 2日

～
30年 3月 31 日

【参考】
30年4月1日

29 年 4月 1日
～

30年 3月 30 日
30年 3月 31日

一般事務職 14 人（26 人） 0人 （0人） 13 人（22 人） 1人 （1人） 5人 （5人）

技 術 職 0人 （6人） 0人 （0人） 0人 （3人） 0人 （0人） 1人 （3人）

保 育 士 0人 （2人） 0人 （0人） 0人 （5人） 0人 （0人） 4人 （1人）

栄 養 士 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人）

保 健 師 0人 （1人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （1人）

看 護 師 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人）

歯科衛生士 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人） 0人 （0人）

技能労務職 0人 （1人） 0人 （0人） 0人 （2人） 1人 （0人） 3人 （1人）

計 14 人（36 人） 0人 （0人） 13 人（32 人） 2人 （1人） 13 人（11 人）

※（　）内は、再任用職員数であり、外書きです。
　②事由別退職者数（平成 29 年度）

定年 勧奨 普通 懲戒 分限 失職 死亡 計

11 人 0 人 4 人 0 人 0 人 0 人 0人 15 人

（２）職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

区　分

部　門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
平成 29 年 平成 30 年

一般行政
部　　門

議会 7人 7人 0人

総務 127 人 128 人 1 人
業務増、東京都への派遣職員の増、欠員
不補充等

税務 39 人 38 人  △ 1 人 業務の見直しによる減

民生 105 人 107 人 2 人 業務増、業務終了による減、欠員不補充等

衛生 32 人 31 人 △ 1人 欠員不補充

農林水産 3人 3人 0人

商工 5人 5人 0人

土木 46 人 45 人 △ 1人 欠員不補充

小計 364 人 364 人 0 人

特別行政
部　　門

教育 68 人 68 人 0 人 業務増、欠員不補充

小計 68 人 68 人 0 人

公　　営
企 業 等
会計部門

下水道 8人 8人  0 人

その他 36 人 36 人 0 人 業務増、体制再編、業務縮小による減等

小計 44 人 44 人 0 人

合 計 476 人 476 人 0 人

※ 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職
者及び派遣職員を含み、一部事務組合への派遣職員や臨時又は非常勤の職員
を除きます。

　②級別職員数の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
ア　一般行政職

区 分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級
計標準的な

職務内容 主　事 主　任 係　長 課　長 部　長

職 員 数 134 人 92 人 99 人 44 人 14 人 383 人

構 成 比 35.0 ％ 24.0 ％ 25.8 ％ 11.5 ％ 3.7 ％ 100.0 ％

イ　技能労務職
区 分 １　級 ２　級

計標準的な
職務内容 技能主事 技能主任

職 員 数 2人 15 人 17 人

構 成 比 11.8 ％ 88.2 ％ 100.0 ％

※標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職務です。

　③年齢別職員構成の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区 分 20 歳未満 20～ 29歳 30～ 39歳 40～ 49歳 50～ 59歳 60～ 65歳 計

職員数 0人 100 人 132 人 132 人 102 人 32 人 498 人

※再任用短時間職員を含みます。
　④定員適正化の状況
◎ 第５次行政改革大綱（計画期間：平成 29 ～ 33 年度）における定員管理の目標

値と年次別職員数（実績）の概要（各年 4 月 1 日現在）
             区　分

部　門
２８年
計画前年

２９年
１年目

３０年
２年目

３１年
３年目

３２年
４年目

３３年
５年目

一般行政
前年比 － 10 人 0 人

職員数 354 人 364 人 364 人

特別行政
前年比 － △ 15 人 0 人

職員数 83 人 68 人 68 人

公営企業
等 会 計

前年比 － 6人 0人

職員数 38 人 44 人 44 人

合 計
前年比 － 1人 0人

職員数 475 人 476 人 476 人

目 標 値 476 人 475 人 474 人 473 人 472 人

※職員数には定員外職員（派遣職員等）を含みます。

（１）職員採用試験の実施の状況（平成 29 年度）
◎平成 29 年 7 月実施　　　　　　　　　   ◎平成 29 年 9 月実施

職 種 応募人数 受験者数 合格者数 職 種 応募人数 受験者数 合格者数

一 般 事 務
(身体障害者 )

0 人 0 人 0 人 一 般 事 務 366 人 317 人 13 人

保 健 師 0人 0人 0人
一 般 事 務
(身体障害者)

1 人 1 人 0 人

建 築 技 術 5人 4人 0人 建 築 技 術 2人 2人 0人

（２）昇任試験・昇任選考の実施の状況（平成 29 年度）
◎平成 30 年 4 月 1 日付け昇任

区 分 対象職層 資　　格 対象者 受験者 合格者

主 任 職
昇任試験

主事職
主事職の経験が 6 年以上で、年
齢が 28 歳以上 34 歳未満

53 人 10 人 2 人

主 任 職
昇任選考

主事職
主事職の経験が 8 年以上で、年
齢が 34 歳以上

20 人 10 人 9 人

係 長 職
昇任選考A

主任職
主任職昇任試験の合格者である
こと

7人 － 6人

係 長 職
昇任選考B

主任職
主任職の経験が 1 年以上で、年
齢が 36 歳以上

113 人 － 6人

課 長 職
昇任選考 係長職 係長職の経験が 5年以上 － － －

（１）人件費の状況（平成 29 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口
30年 1月 1日現在

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率
Ｂ／Ａ

85,718 人 31,608,236 千円 1,420,831 千円 4,289,929 千円 13.6％

※人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含みます。
※数値は、平成 29 年度地方財政状況調査の数値です。

（２）職員給与費の状況（平成 29 年度一般会計決算）
職員数（Ａ）

29 年 4 月 1 日
現在

給与費 1人当たり
給 与 費
Ｂ／Ａ給料 職員手当

期末・
勤勉手当

計（Ｂ）

457 人 1,648,543 千円 442,037 千円 720,134 千円 2,810,714 千円 6,150 千円

※職員手当には、退職手当を含みません。
※ 国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高齢医療の各事業については、特別

会計となりますので、上記の数値には含みません。
※再任用短時間職員分を含みます。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）
区 分 28 年 29 年

東大和市 99.7 100.4

東 京 都 101.6 101.6

※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

（６）職員の初任給の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区　分 東大和市 東京都 国

一般行政職
大学卒 182,700 円 182,700 円

総合職 183,700 円
一般職 179,200 円

高校卒 144,600 円 144,600 円 147,100 円

技能労務職 高校卒 142,000 円 142,000 円 144,500 円

　④特殊勤務手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1人当たり平均支給年額（29 年度決算） 23,665 円

職員全体に占める手当支給職員の割合（29 年度決算） 19.8 ％

手当の種類（手当数） 8

（８）職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成 29 年度）

東大和市 東京都 国

1 人当たりの
平均支給額

1,578 千円 1,836 千円 －

支給
割合

期末
手当

2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分）

勤勉
手当

1.90 月分（0.90 月分） 1.90 月分（0.90 月分） 1.80 月分（0.85 月分）

加算措置
の 状 況

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3～ 20％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3～ 20％

・管理職加算　15 ～ 25％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3～ 20％

・管理職加算　15 ～ 25％

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　②退職手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）（単位：月分）

区　分
東大和市 東京都 国

普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 23.00 23.00 23.00 23.00 19.6695 24.586875

勤続 25 年 30.50 30.50 30.50 30.50 28.0395 33.27075

勤続 35 年 43.00 43.00 43.00 43.00 39.7575 47.709

最高限度額 43.00 43.00 43.00 43.00 47.709 47.709

平成29年度の
1 人 当 た り
平均支給額

9,179 千円 21,490 千円 1,941 千円 21,624 千円 － －

平均勤続年数 19 年 11 月 39 年 4 月 5 年 10 月 33 年 8 月 － －

※ 退職手当の支給事務を共同処理するため、東大和市は他の地方公共団体とともに退職手
当組合を組織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じ
です。

（４）一般行政職給料表の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

１ 号 給 の 給 料 月 額 140,300 円 198,500 円 224,800 円 284,000 円 479,100 円

最高号給の給料月額 324,300 円 362,500 円 415,100 円 455,000 円 508,900 円

（５）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
　　 （平成 30 年 4 月 1 日現在）

区　分

一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢
平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢

東大和市 310,637 円
407,200 円

40.7 歳 331,052 円
386,528 円

53.7 歳
370,076 円 379,606 円

東 京 都 314,490 円
444,592 円

41.5 歳 292,009 円
391,826 円

49.7 歳
395,638 円 361,938 円

国 330,531 円 410,719 円 43.6 歳 286,833 円 328,360 円 50.6 歳

※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外

勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、平均給与月額の上段は、こ
れらのすべての諸手当込みのものであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。
また、下段は、比較のため国家公務員と同じベース（国家公務員の平均給与月額には、
時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないため）で再計算したものです。

（７）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 267,900 円 307,371 円 373,625 円

高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

技能労務職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

　③地域手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1人当たり平均支給年額（29 年度決算） 459,918 円

支給対象職員数 498 人

支給率 12 ％

※再任用短時間職員分を含みます。

手当の名称 主な支給対象業務 支給単価

行旅死病人取扱手当
行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容等
の業務

１件あたり
死体：5,000 円
病人：3,000 円

防疫作業手当 感染症等の発生予防のための防疫作業 日額：1,000 円

危険薬物取扱手当
毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業又は農
作物消毒作業

日額：2,000 円

滞納整理事務手当 市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務 日額 ：　200 円

賦課調査事務手当 市税賦課に必要な所得又は家屋の調査事務に従事 日額：　200 円

社会福祉業務手当
ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生活
訓練、心身障害者の生活実習等の業務

日額 ：　200 円

犬・猫等の
死体処理手当

犬・猫等の死体等の処理 1件 ：　300 円

災害時緊急出動手当 風水震災等の非常時に緊急出動した場合 1回：1,000 円

※再任用短時間職員分を含みます

　⑤時間外勤務手当
平成 28 年度 平成 29 年度

支給実績 112,144 千円 114,657 千円

職員１人当たり平均支給年額 254 千円 262 千円

※再任用短時間職員分を含みます。

　⑥その他の手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）

手当名
内容及び支給単価

東大和市 東京都 国

扶養手当

子　               9,000 円
（子が満 16 歳年度初めから
満 22 歳年度末までの場合は
13,000 円）
子以外の扶養親族　 6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　         9,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 13,000 円）
子以外の扶養親族　

6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　　        10,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 15,000 円）
子以外の扶養親族

6,500 円

住居手当

世帯主等のうち、満 34 歳に
達する日以後の最初の 3月
31 日までの間にある者で自
ら居住するための住宅を借り
受け、月額 15,000 円以上の
家賃を支払っているもの

月額 15,000 円

世帯主等のうち、満 34
歳に達する日以後の最
初の 3月 31 日までの
間にある者で自ら居住
するための住宅を借り
受け、月額 15,000 円
以上の家賃を支払って
いるもの

月額 15,000 円

借家（最高）
27,000 円

管理職手当
(特別調整額)

部長及び局長　　   95,000 円
参事               83,000 円
課長及び副参事     71,000 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
22,600 円～ 140,800 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
46,300 円～ 146,400 円

管 理 職 員
特別勤務手当

参事 (部長・局長 ) 12,000 円
参事 (上記以外）    10,000 円
副参事             10,000 円
6 時間を超える勤務は、

5割増

平日深夜（午前 0時から午前
5時まで）については、
参事 (部長・局長 )  6,000 円
参事 (上記以外 )    5,000 円
副参事              5,000 円

役職の区分に応じて、
4,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
6,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0時か
ら午前 5時まで）につ
いては、

2,000 円～ 6,000 円

役職の区分に応じて、
6,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
9,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0時か
ら午前 5時まで）につ
いては、

3,000 円～ 6,000 円

宿日直手当 １回               12,000 円
勤務の態様に応じ、

3,000 円～ 30,000 円
勤務の態様に応じ、

2,100 円～ 20,000 円

（９）特別職等の報酬等の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区 分 給与月額等

給 料 市長 895,000 円、副市長 766,000 円、教育長 710,000 円

報 酬 議長 529,000 円、副議長 484,000 円、議員 458,000 円

期末手当
市長、副市長、教育長（29 年度支給割合）　4.50 月分

議長、副議長、議員　（29 年度支給割合）　 4.50 月分

退職手当

市 長 給料月額×  4  ×勤続年数　任期ごとに支給

副市長 給料月額×  3  ×勤続年数　任期ごとに支給

教育長 給料月額× 2.5 ×勤続年数　任期ごとに支給

※ 特別職の報酬等の額は「東大和市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例で定められ
ています。

※退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組
織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

（１）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
職員の正規の勤務時間は、次のとおりです。

正規の勤務時間 休憩時間 週休日

午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 正午～午後 1時 日曜日、土曜日

※ 児童館、保育園などのように、職務の性質により上記の勤務時間の割り振り、休憩時間
により難い職員については、勤務時間の割り振り等を別に定めています。

（２）年次有給休暇の取得の状況
　労働基準法の規定に基づき、原則として 1 年に 20 日の有給休暇が与えられます。平成
29 年中の平均取得日数は、11.3 日となっています。

（１）分限処分の状況（平成 29 年度）
種　類

事　由
降　任 免　職 休　職 合　計

勤務実績が良くない場合 0人 0人 － 0人

心身の故障の場合 0人 0人 11 人 11 人

職に必要な適格性を欠く場合 0人 0人 － 0人

廃職又は過員を生じた場合 0人 0人 － 0人

刑事事件に関し起訴された場合 － － 0人 0人

合　　　計 0人 0人 11 人 11 人

※ 分限処分は、地方公務員法第 28 条の規定により、公務能率を維持することを目的として
職員がその職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反し
て行う処分です。人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（２）懲戒処分の状況（平成 29 年度）
種　類

事　由
免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計

法令等に違反した場合 0人 0人 0人 0人 0人

職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合 0人 0人 0人 0人 0人

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0人 0人 1人 0人 1人

合　　　計 0人 0人 1人 0人 1人

※ 懲戒処分は、地方公務員法第 29 条の規定により、公務における規律と秩序を維持するこ
とを目的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。

市職員の給与・
勤務条件等を　
公表します

２　職員の試験及び選考状況

３　職員の給与の状況

４　職員の勤務時間その他の
勤務条件の状況

５　職員の分限及び懲戒処分の状況

（次ページへ続く）

（前ページの続き）　市では、人事行政の公平性や透明性を高め、市民の皆さんの一層のご
理解をいただくため、東大和市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例を制定し、年１回、職員の任免、給与、勤務条件、服務、研修等人
事行政の運営の状況を公表しています。詳細は、市のホームページをご
覧ください。
【給与決定の仕組み】
　地方公務員の給与は、地方公務員法により、生計費、国や他の地方公
共団体の職員、民間企業の従業員の給与などを考慮して定めることとさ
れています。国や都は毎年、民間企業との均衡を図るために民間給与の
水準を調査し、その結果を踏まえた勧告を行います。
　市職員の給与は、これらの勧告や多摩各市の動向を踏まえつつ、市議
会の議決を経た条例により決定されます。
【職員定数の適正化】
　市では、これまで事務事業の見直し、組織の合理化、民間委託の推進
などを通じて職員数の適正化に取り組んできました。
　その結果、職員数は平成６年度の６５２人をピークに、平成３０年度
当初は４７6人となりました。
▷問合せ　 職員課・内線１３３２（定員については企画課・内線１４２５）

まで。

１　職員の任免及び職員数に関する状況

市役所☎042−563−2111（代）平成 3 0 ・ 1 2 ・ 1 7 東やまと市報



忘れていませんか？市税等の納付 国民健康保険税（第５期）は、納期限（11月30日）が過ぎています。納付がお済みでない
場合は、至急納付をお願いします／問合せ　納税課・内線１０４１まで

　

東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
で
は
、
広
く
市
民
の
模
範
と

な
る
行
為
を
し
た
青
少
年
を
、

「
善
行
青
少
年
」
と
し
て
毎
年

表
彰
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

周
り
に
該
当
す
る
青
少
年
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
各
青

少
年
団
体
等
の
代
表
者
を
通
し

て
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
表
彰
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
18
歳
以
下
の
方

▽
推
薦
期
限　

平
成
31
年
１
月

10
日
㈭

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

　

都
と
区
市
町
村
で
は
、
安
定

し
た
税
収
と
納
税
義
務
の
公
平

性
確
保
を
目
指
し
、
12
月
を
オ

ー
ル
東
京
滞
納
S
T
O
P
強
化

月
間
と
位
置
付
け
、
多
様
な
徴

収
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
税
金
を
主
な
財
源
と
し
て
お

　

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
（
マ

ル
親
医
療
証
）
に
つ
い
て
、
所

得
の
算
定
に
あ
た
り
、
控
除
の

適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

○
養
育
者
及
び
扶
養
義
務
者
の

み
な
し
寡
婦（
夫
）控
除
の
適
用

　

父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
や
、
扶
養
義
務

者
で
婚
姻
せ
ず
子
ど
も
を
出
産

し
た
方
は
、
み
な
し
寡
婦（
夫
）

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
適
用

に
あ
た
り
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
土
地
収
用
で
土
地
を
譲
渡
し

た
場
合
に
生
じ
る
売
却
益
等
の

控
除
の
適
用

　

土
地
収
用
で
土
地
を
譲
渡
し

た
場
合
に
生
じ
る
売
却
益
等
を

控
除
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

　

０
歳
児
親
子
が
情
報
交
換
や

友
だ
ち
づ
く
り
を
す
る
場
と
し

て
、「
０
歳
児
親
子
集
ま
れ
！
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
参
加

当
日
に
０
歳
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

▽
日
時　

12
月
19
日
㈬
①
午
前

10
時
～
11
時
②
午
後
2
時
～
3

時
（
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
時

間
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
申
込
期
間　

12
月
3
日
㈪
午

後
１
時
～
18
日
㈫
午
後
５
時

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

　

平
成
30
年
8
月
～
11
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親
家

庭
等
が
対
象
の
手
当
）を
、12
月

12月は、 

オール東京 
滞納ストップ 

強化月間
～市税の納期限内納付をお願いします～

り
、
納
税
者
の
多
く
の
皆
さ
ん

に
は
、
市
税
を
納
期
限
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
の
な
い
方
に
対
し
て
は
、

督
促
状
等
の
文
書
の
送
付
、
電

話
に
よ
る
催
告
を
行
い
、
早
急

な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
や
納
税
相
談

が
な
い
方
に
は
、
納
期
限
内
に

納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
性
を

守
る
た
め
、
法
律
に
基
づ
き
、

差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
29
年
度
に
、
差
押
え
に

よ
り
滞
納
税
額
に
充
当
し
た
額

は
、
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　

市
税
を
納
期
限
内
に
納
付
で

き
な
い
な
ど
、
お
困
り
の
場
合

は
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に
納
税

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
納
税

課
・
内
線
１
０
４
１
ま
で
。

滞 納 処 分 
財産の差押え、公売など  

文書催告、電話催告、
訪問、財産調査

滞 納

督促状発送
法により 

滞納者全員に 
発送 

～市税等の納付はお済みですか～
納期限を守りましょう

納期限 

納 税 

納税通知書が到着 市・都民税、法人市民税、
固定資産税・都市計画税、
軽自動車税、国民健康保険
税（納期限を過ぎると滞納
処分の対象となります） 

特別な理由なく、 
納付のない状態が続くと… 

延滞金が発生する場合あり
 

滞 納 処 分 
財産の差押え、公売など  

文書催告、電話催告、
訪問、財産調査

滞 納

督促状発送
法により 

滞納者全員に 
発送 

実際に差押さえした車両 電話催告の様子捜索を行う様子


納期限内に納付が確認で

きなかった方に対しては督
促状が発送されますが、市
ではさらに警告書・差押予
告書を、色付の封筒で送付
し、納付を促しています。 


督促状、警告書の発送後

に納付が確認できない場
合、納付を促す電話催告を
しています。なお、ご本人
と連絡が取れない場合は、
やむを得ず勤務先へ連絡す
ることもあります。 


銀行預金や生命保険の解約返戻
金等を滞納税額に充当します。


納税課職員が滞納者宅において、
差押えるべき財産の発見等を行
います。 

勤務先に照会文書を送付後、毎
月給与の一部を滞納税額に充当
します。 



【催告文書の発送・
電話催告の実施】

【インターネット公売
の実施】【財産の差押え】

催告文書の発送 預貯金・生命保険の差押え

捜索 タイヤロック

電話催告の実施

給与の差押え 　差押えした動産はインタ
ーネット公売を実施、売却
代金を滞納税額等に充当し
ます。インターネット公売
の情報は、市報、市のホー
ム ペ ー ジ 及 び Y A H O O ! 
JAPAN（官公庁オークシ
ョン）にて随時お知らせし
ます。

実際に差押さえした車両 電話催告の様子捜索を行う様子

自動車等を所有する場合、金属
器具（タイヤロック）を取り付け
て運行を禁じることがあります。

市税の口座振替を 
お勧めします 

気付いたら納期限が過ぎてい
た等の未納を防ぐため、口座振替
をお勧めします。申込用紙は納税
課（市役所１階）及び市内の金融
機関にあります。また、キャッシ
ュカードを利用し、口座振替の申
込みができるペイジー口座振替
サービスも行っています。 

クレジットカードで市税等が
納付できます。パソコンや携帯電
話から「Y A H O O！ 公金支払い」
にアクセスし、 24時間いつでも
簡単に納付ができます。ぜひご
利用ください（金額に応じて手数
料が必要となります）。

東大和市が行っている徴収対策東大和市が行っている徴収対策

市税等の 
クレジットカード納付 

納
税
の
公
平
性
を

　確
保
す
る
た
め
に

滞
納
に
な
る
前
に

　ご
相
談
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
・

　
　
　
　
　親 

医
療
証

所
得
控
除
適
用
拡
大

12 

月
は

児
童
扶
養
手
当

　
　
　振
込
月

０
歳
児
親
子
集
ま
れ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
か
る
が
も

善
行
青
少
年

　
　の
推
薦

東大和警察署と児童虐待防止 
に関する協定を締結しました 

10月26日に、東大和警察署と「児童
虐待の未然防止と早期発見に向けた情
報共有等に関する協定」を締結しまし
た。

警察署とはこれまでも要保護児童対
策地域協議会を通じて連携していまし
たが、今回の協定を締結することで、
組織的な連携がより緊密に図られ、子
どもの安全確保への効果的な対応が可
能となります。

問合せ 子ども家庭支援センター☎ 042 －565－3651 まで。

具体的には、虐待が疑われる初期段階から、警察署と市の要保護児童対策地域
協議会の調整機関である子ども家庭支援センターが連携し、虐待の未然防止・早
期発見につなげます。

差押えにより滞納税額に充当した額
（平成 29 年度）

区 　 分 税 額 件 数

債権（預金等） 111,433,264 円 852 件

不 動 産 14,388,947 円 57 件

動 産 1,536,261 円 10 件

合 計 127,358,472 円 919 件

7
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

振
り
込
み
か
ら
口
座
に
入
金

さ
れ
る
ま
で
に
、
日
数
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。
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障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

皆
、
同
じ
社
会
の
中
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
お
互
い
の
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
支
え
あ
い
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
共
生
社
会
の
形
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民

の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

を
促
進
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
障
害
者
週
間
に
合

わ
せ
て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及

促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
促
進
強

化
月
間

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
の
手
助
け
を
必

要
と
す
る
人
が
、
普
段
か
ら
身

に
付
け
て
お
き
、
緊
急
時
や
災

害
時
等
に
周
囲
の
人
の
配
慮
や

手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く
す

る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。
市
で

は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
障
害
（
障
害
者
手
帳
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
難
病
、
発
達

障
害
、
高
次
脳
機
能
障
害
、
認

知
症
等
で
生
活
に
支
障
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方
も
含
む
）
が

あ
り
、
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
方

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド

の
裏
面
に
は
必
要
な
支
援
内
容

や
緊
急
連
絡
先
を
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
配
布
場
所　

障
害
福
祉
課（
市

役
所
１
階
）、
高
齢
介
護
課
（
市

役
所
２
階
）、総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
、
高
齢
者
ほ
っ

と
支
援
セ
ン
タ
ー
（
い
も
く

ぼ
・
な
ん
が
い
・
き
よ
は
ら
）、

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
エ

ル
カ
ム
、
市
内
の
障
害
者
相
談

支
援
事
業
所

▽
申
込
方
法　

配
布
場
所
の
開

所
時
間
内
に
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
カ
ー
ド
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

学
校
で
の
お
子
さ
ん
の
成
長

を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
っ
た

ら
よ
い
か
、
保
護
者
と
一
緒
に

考
え
て
く
れ
る
し
く
み
が
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
実
際
に

ど
ん
な
支
援
が
行
な
わ
れ
て
い

る
の
か
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
対
象　

特
別
支
援
教
育
に
関

心
の
あ
る
保
護
者
の
方

▽
日
時　

12
月
19
日
㈬
午
前
10

時
か
ら
正
午

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る
（
公
共
交
通
機
関

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

▽
講
師　

宮
川
由
美
氏
（
東
大

和
市
教
育
委
員
会
巡
回
指
導
員
）

▽
問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516
―
３
９
８

◎
下
水
道
管
清
掃
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
下
水
道
管
の
流
下

機
能
の
回
復
等
を
目
的
と
し
て
、

定
期
的
に
下
水
道
管
の
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
清
掃
作
業

は
道
路
上
で
行
い
ま
す
が
、
公

共
汚
水
ま
す
の
ふ
た
を
開
け
る

た
め
に
、
民
地
内
に
委
託
業
者

が
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
腕
章
及
び
身
分
証

明
書
を
持
っ
た
作
業
員
が
伺
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
日
時　

12
月
中
旬
～
平
成
31

年
３
月
中
旬
（
予
定
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

▽
清
掃
予
定
場
所　

芋
窪
１
～

４
丁
目
、
５
・
６
丁
目
の
各
一

部
、
蔵
敷
１
・
２
丁
目
、
３
丁

目
の
一
部
、
奈
良
橋
１
・
４
丁

目
、
２
・
３
・
５
・
６
丁
目
の

各
一
部
、
湖
畔
２
丁
目
の
一
部

ほ
か
市
内
32
か
所

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
２
ま
で
。

　

緑
の
基
本
計
画
と
は
、
都
市

緑
地
法
第
４
条
に
基
づ
き
、
市

区
町
村
が
そ
の
区
域
内
に
お
け

る
緑
地
の
適
正
な
保
全
や
緑
化

の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
の
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

に
関
す
る
総
合
的
計
画
で
す
。

　

市
で
は
、
東
大
和
市
緑
の
基

本
計
画
（
平
成
11
年
策
定
）
の

次
期
計
画
で
あ
る
第
二
次
東
大

「東大和元気ゆうゆう体操in市役所中庭」 12月3日（月）午後０時30分～０時50分、市役所中庭で開催（雨天時等は中止、当日の開催の有無
はツイッター等に掲載）東大和元気ゆうゆうポイント対象事業／高齢介護課・内線１１７９まで

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
困

っ
て
い
た
ら

　

障
害
の
あ
る
方
の
中
に
は
、

助
け
て
ほ
し
く
て
も
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
人
、
困
っ
て
い
る

事
自
体
を
理
解
し
づ
ら
い
人
も

い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
困

っ
て
い
て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
時
は
、
周
囲
に
い

る
方
が
、
記
載
内
容
に
沿
っ
た

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
講
習
会

　

市
で
は
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

趣
旨
を
理
解
し
、
障
害
者
支
援

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
等（
商
店
街
や
業
種
組
合
等
）

を
対
象
に
出
前
方
式
で
障
害
者

理
解
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
活
用

に
つ
い
て
の
30
分
程
度
の
ミ
ニ

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
を
希
望
す
る
事
業
所
等

の
方
は
障
害
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
習
会
終
了
後
に
、「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
協
力
事
業
所
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
農
地
を
転
用
し
た
方
へ
～
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
お

支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す

　

受
益
者
負
担
金
は
、
賦
課
区

域
内
の
全
て
の
土
地
に
賦
課
さ

れ
ま
す
が
、
徴
収
が
猶
予
さ
れ

て
い
る
土
地
（
主
に
農
地
）
が

あ
り
ま
す
。
徴
収
が
猶
予
さ
れ

て
い
る
土
地
を
転
用
し
て
宅
地

等
に
し
た
場
合
は
、
受
益
者
負

担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
地
区
内

の
農
地
は
対
象
外
で
す
。

▽
負
担
金
額　

賦
課
対
象
面
積

に
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
300

円
を
乗
じ
て
得
た
額

・
12
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
納
付
月
で
す

　

12
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
第
３
期
分
の
納
付
月
で

す
の
で
、
12
月
25
日
㈫
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

和
市
緑
の
基
本
計
画
（
平
成
31

年
度
か
ら
の
10
年
間
）
の
素
案

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

等
を
対
象
に
意
見
募
集
し
ま
す
。

▽
意
見
募
集
期
間　

12
月
６
日

㈭
～
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

▽
意
見
提
出
先　

都
市
計
画
課

（
市
役
所
２
階
）

▽
募
集
要
領
の
配
布
及
び
本
計

画（
素
案
）の
閲
覧
場
所　

12
月

６
日
㈭
か
ら
都
市
計
画
課
及
び

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
４
ま
で
。

　

要
支
援
１
・
２
等
の
方
を
対

象
に
、
家
事
援
助
の
み
を
提
供

す
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
緩

和
型
サ
ー
ビ
ス
）
の
従
事
者
と

な
る
た
め
の
研
修
と
し
て
「
市

認
定
ヘ
ル
パ
ー
研
修
」
を
実
施

し
ま
す
。
市
認
定
ヘ
ル
パ
ー
は
、

身
体
介
護
は
せ
ず
、
家
事
援
助

に
限
定
さ
れ
た
仕
事
の
た
め
、

介
護
の
経
験
が
な
い
方
で
も
一

般
的
な
家
事
の
技
術
が
あ
れ
ば
、

十
分
に
対
応
が
可
能
で
す
。
な

お
、
仕
事
を
す
る
に
は
、
緩
和

型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
に

所
属
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

▽
対
象　

緩
和
型
訪
問
サ
ー
ビ

ス
へ
の
従
事
を
希
望
す
る
方

▽
日
時　

平
成
31
年
１
月
10
日

㈭
・
16
日
㈬
・
17
日
㈭
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
10

日
は
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30

分
）

※
３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
。

３
日
目
の
研
修
終
了
後
に
、
市

内
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
つ
い
て
の
案
内
を
予
定
。

▽
内
容　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
業
務
に
関
す
る
基
本
法
令
、

接
遇
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
、
高
齢
者
の
特
性
、
求
め

ら
れ
る
役
割
、
対
象
者
に
合
わ

せ
た
生
活
援
助
に
つ
い
て
等

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
期
限　

12
月
14
日
㈮
ま

で
に
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
研
修
受
講
中
の
保
育
（
未
就

学
児
の
み
）
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
込
時
に
お
申
出
く
だ
さ

い
（
先
着
３
人
）。

▽
費
用　

無
料

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
９
ま
で
。

２
、
フ
ァ
ク
ス
042
―
516
―
３
９

８
４
へ
。

12 

月
３
日
㈪
〜
９
日
㈰

▽
問
合
せ
　
障
害
福
祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で

＜カード表面＞

＜カード裏面＞

市役所本庁舎に来庁した方の
行政手続き等の手話通訳を行います  

今月の「手話通訳者がいる日」

日にち　 7日㈮　14日㈮　21日㈮　28日㈮
時　間　午前９時～午後５時
場　所　相談室２（市役所１階 食堂向かい）
問合せ　障害福祉課・内線1125
　　　　ファクス 042-563-5928

市
認
定

ヘ
ル
パ
ー
研
修

　
　
　

  

（
保
育
付
）

■幸の会 
　 現在、男性12人、女性49人で活動しています。
主に、書道やゲートボール、日本舞踊などの生き
がいづくりに力を入れて取り組んでいます。 また、
社会奉仕活動の一環として、地域の清掃活動に取
り組み、地域の美化に努めています。他にも敬老
会を開催し、喜寿や米寿の方のお祝いをするとと
もに、会員同士の交流も深めています。 

■泉くらぶ 
▲清掃活動の様子 

▲新年会の様子 

60

　現在、男性 23 人、女性 28 人で活動しています。
主な活動内容は、カラオケやゲートボールなどで、
研修旅行等も実施しています。また、社会奉仕活
動の一環として、地域の夏祭りに参加し、会場準
備や子供達を対象に輪投げを行うなど、積極的に
異世代交流を図っています。他にも、東大和警察
の職員を招いて、詐欺被害の講演会を開催してい
ます。 

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

　
　
　
　
　実
施
し
ま
す

第
二
次
東
大
和
市

　緑
の
基
本
計
画（
素
案
）

ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業

　
　講
演
会
・
交
流
会

東
大
和
市
の

　特
別
支
援
教
育

　
　
　に
つ
い
て
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■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
～
就
学
前
の
乳
幼
児
／

12
月
６
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に

は
、
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
／
東
大
和
病
院
☎
042
―

562
―
１
４
１
１
へ
。

■
社
会
教
育
委
員
会
議

　

12
月
18
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
５

会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

５

人（
先
着
順
）／
当
日
直
接
会
場

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
／
社
会

教
育
課
・
内
線
１
５
５
３
ま
で
。

■
健
康
づ
く
り
相
談
を
実
施
し

ま
す

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
骨
密

度
・
血
圧
・
血
管
年
齢
の
測
定

が
で
き
る
、
健
康
づ
く
り
相
談

を
行
い
ま
す
。
当
日
、
午
前
９

時
50
分
か
ら
先
着
順
に
て
午

前
・
午
後
分
の
整
理
券
を
配
布

し
ま
す
。
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
当
日
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

12
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭
午
前

10
時
～
正
午
及
び
午
後
１
時
～

３
時
／
場
所　

市
役
所
会
議
棟

第
１
会
議
室
／
両
日
と
も
午

前
・
午
後
各
30
人
（
当
日
先
着

順
）
／
保
険
年
金
課
・
内
線
１

０
２
２
ま
で
。

■
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
～
今
月

の
テ
ー
マ
は
学
校
シ
リ
ー
ズ

「
第
一
中
学
校
」
で
す

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）
の
「
今
月
の
テ
ー
マ
」

で
は
、「
学
校
シ
リ
ー
ズ
」と
題

し
て
、
市
内
に
15
校
あ
る
小
・

中
学
校
の
歴
史
、
特
色
あ
る
教

育
活
動
な
ど
を
毎
月
１
校
ず
つ
、

資
料
や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
今
月
は
、第
一
中
学
校（
奈

良
橋
３
丁
目
）
を
取
り
上
げ
ま

す
／
文
書
課
・
内
線
１
３
２
１

ま
で
。

■
固
定
資
産
（
土
地
）
の
現
況

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
土
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
毎
年
現
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
地
の

現
況
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

税
額
を
算
出
す
る
た
め
に
必
要

な
調
査
で
す
。
調
査
は
、
身
分

証
明
書
を
携
行
し
た
市
職
員
が

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
／
課

税
課
・
内
線
１
０
５
７
ま
で
。

■
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
及

び
「
税
の
標
語
」
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
示
の
ご
案
内

　

租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環

と
し
て
、
中
学
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
及
び
「
税
の
標

語
」
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役

所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
に
て
優
秀

作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
作
品
を

紹
介
し
ま
す
／
展
示
期
間　

12

月
４
日
㈫
～
14
日
㈮
／
課
税

課
・
内
線
１
０
５
１
ま
で
。

■
農
産
物
直
売
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

み
ど
り
っ
子
仲
原
店
で
は
、

東
大
和
市
産
の
安
心
・
安
全
な

新
鮮
野
菜
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
回
お
店
で
お
買
い
物
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
、
里
芋
と
ニ
ン

ジ
ン
の
100
円
詰
め
放
題
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　

12
月
12
日
㈬
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
／
場
所　

み
ど
り

っ
子
仲
原
店
／
み
ど
り
っ
子
仲

原
店
☎
042
―
516
―
９
５
７
７
へ
。

■
東
大
和
警
察
署
か
ら

◎
平
成
30
年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
続
く
第
三
の
交
通
安
全
運

動
と
し
て
、
年
末
期
に
多
発
す

る
交
通
事
故
及
び
渋
滞
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
平
成
30

年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
、
12
月
７
日
㈮

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

重
点
項
目　

①
子
ど
も
と
高
齢

者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高

齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
②

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
③
二

輪
車
の
交
通
事
故
防
止
④
飲
酒

運
転
の
根
絶
⑤
違
法
駐
車
対
策

の
推
進

◎
環
境
美
化
活
動
（
花
壇
づ
く

り
）
を
行
い
ま
し
た

　

東
大
和
警
察
署
、
東
大
和
地

区
防
犯
協
会
、
東
大
和
市
防
犯

協
会
は
全
国
地
域
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
、
10
月
13
日
に
東

大
和
市
駅
前
で
「
犯
罪
を
起
こ

さ
な
い　

美
し
い
街
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
花
壇
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。
黄
・
赤
色
の

ビ
オ
ラ
と
白
・
紫
色
の
葉
牡
丹

が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
東
大
和
警

察
署
、
東
大
和
地
区
防
犯
協
会
、

東
大
和
市
防
犯
協
会
は
今
後
も

協
同
し
て
「
犯
罪
の
な
い
安
心

安
全
な
街
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
環
境
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
東
大
和

警
察
署
☎
042
―
566
―
０
１
１
０

へ
。

情報マップ

■
育
児
相
談
会
～
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
）
／
12
月
13

日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
作
業
療
法
士
に
よ
る
遊
び
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
両
親
学
級
（
事
前
申
込
制
）

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
等

左
表
の
と
お
り
／
午
前
は
９
時

30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
は
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
30
組

（
第
１
子
目
の
方
を
優
先
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
次
回
の

コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
ス

を
ま
た
い
で
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
）
／
第
３
回
は
、
午
前
ま

た
は
午
後
の
参
加
／
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具

■
12
月
の
幼
児
歯
科
健
康
診
査

　

１
歳
６
か
月
児
健
診
受
診
後

～
４
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ま

で
の
幼
児
と
保
護
者
／
12
月
６

日
㈭
・
20
日
㈭
各
日
午
後
１
時

30
分
～
３
時
（
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
初
め
て
受
け
る
方
は
受

付
終
了
30
分
前
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
）
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
30
組
程
度
（
要

予
約
）
／
歯
科
健
診
、
歯
み
が

き
指
導
な
ど
／
歯
ブ
ラ
シ
、
コ

ッ
プ
、予
約
カ
ー
ド（
幼
児
歯
科

健
康
診
査
を
初
め
て
受
け
る
方

は
母
子
健
康
手
帳
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
食
育
推
進
事
業
（
小
学
４
年

生
～
中
学
生
対
象
）「
行
事
食

お
せ
ち
料
理
に
挑
戦
」

　

お
正
月
に
か
か
せ
な
い
お
せ

ち
料
理
を
作
っ
て
、
家
族
で
一

緒
に
お
祝
い
し
ま
せ
ん
か
。
メ

ニ
ュ
ー
は
お
雑
煮
、
だ
て
巻
き
、

な
ま
す
で
す
。
お
子
さ
ん
で
も

簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

小
学
４
年
生
～
中
学
生
／
12

月
26
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
20
人（
申
込
順
）

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

■
成
人
健
康
相
談

　

健
診
結
果
の
見
方
や
禁
煙
相

談
な
ど
、
健
康
相
談
に
保
健
師 

・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
が
応

じ
ま
す
／
12
月
７
日
㈮
午
前
10

時
～
11
時
30
分
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
予
約
不
要
で

す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
／
健
診
結
果
を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
平
日
準
夜
帯
の
小
児
初
期
救

急
診
療

診
療
日　

火
・
水
・
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
）
／
受
付
時
間　

午

後
７
時
～
９
時
30
分
／
場
所

東
大
和
病
院
／
詳
細
は
東
大
和

　

妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
感
染

す
る
と
胎
児
に
感
染
し
て
先
天

性
風
し
ん
症
候
群（
難
聴
、先
天

性
心
疾
患
、
白
内
障
及
び
網
膜

症
等
）
が
高
い
確
率
で
発
生
し

ま
す
。
風
し
ん
の
免
疫
を
獲
得

し
風
し
ん
か
ら
胎
児
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

○
風
し
ん
抗
体
検
査

　

19
歳
以
上
の
市
民
で
次
に
該

当
す
る
方
〔
過
去
に
風
し
ん
を

含
む
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
以
上
接

種
し
て
い
る
、既
に
当
事
業（
平

成
26
～
29
年
度
）
の
抗
体
検
査

を
受
け
て
い
る
、
抗
体
検
査
の

結
果
抗
体
価
が
不
十
分
な
こ
と

が
確
認
で
き
て
い
る
方
は
除

く
〕
①
将
来
妊
娠
を
希
望
す
る

女
性　

②
①
の
方
と
同
居
す
る

方　

③
妊
婦
と
同
居
す
る
方
／

実
施
期
限　

平
成
31
年
３
月
10

日
㈰
／
実
施
方
法　

抗
体
検
査

実
施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
し
、

検
査
日
や
接
種
当
日
の
住
所
・

生
年
月
日
の
分
か
る
も
の
（
保

険
証
や
免
許
証
等
）
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
／
検
査
費
用

無
料

○
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ

Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

19
歳
以
上
の
市
民
で
抗
体
検

日曜日と祝日の急患診療 科目　内科、小児科／受付時間　午前10時～11時45分及び午後1時～ 3時45分／場所　休日急患診療所（立野
1-1034-2。☎042-564-8181）／保険証、乳 医療証、子 医療証、障 受給者証等をお持ちください（お持ちの方のみ）。

健診名 対象者（生年月日） 健診日 受付時間 開始時間

３〜４か月児
健 康 診 査 平成30年8月8日〜28日 12月21日㈮

午後0時45分
〜1時15分 午後1時

１歳６か月児
健 康 診 査

平成29年5月11日〜29日 12月 4 日㈫
平成29年5月30日〜6月17日 12月18日㈫

３ 歳 児
健 康 診 査

平成27年10月27日〜
　　　　　　　  11月17日 12月14日㈮

５ 歳 児
健 康 診 査

平成25年8月31日〜
　　　　　　　　 9月23日 12月25日㈫

■
東
京
都
水
道
局
武
蔵
村
山
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
移
転
の

お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
に
武

蔵
村
山
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
移
転
し
ま
す
／
移
転
先
所

在
地　

上
北
台
３
丁
目
447
番
地

／
移
転
後
名
称　

東
大
和
サ
ー

ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
／
多
摩
お

客
様
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
―

091
―
100
（
引
っ
越
し
、
契
約
内

容
の
変
更
）、
☎
０
５
７
０
―

091
―
101
（
料
金
、
漏
水
修
繕
、

そ
の
他
の
用
件
）

風
し
ん
へ
の
緊
急
対
策

開催日及び主な内容

第１回 平成31年
　1 月21日㈪

歯科医師の講話
栄養の講話、試食
グループワーク

午後

第２回 平成31年
　1 月31日㈭

妊婦体操と呼吸法
先輩パパママとの情報交換会 午前

第３回 平成31年
　2 月 2 日㈯ もく浴の実習 午前

午後

第 4 回 出産後に郵送で
お知らせします。

同窓会
後輩パパママへのアドバイス 午前

査
の
結
果
、
抗
体
価
が
低
か
っ

た
方
（
Ｈ
Ｉ
法
で
16
以
下
ま
た

は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８
未
満
）
の
う

ち
、
次
に
該
当
す
る
方
（
過
去

に
風
し
ん
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
を

２
回
以
上
接
種
し
て
い
る
方
は

除
く
）
①
将
来
妊
娠
を
希
望
す

る
女
性　

②
①
の
方
と
同
居
す

る
方　

③
妊
婦
と
同
居
す
る
方

／
実
施
期
限　

平
成
31
年
３
月

31
日
㈰
／
実
施
方
法　

前
述
の

抗
体
検
査
を
利
用
し
た
方
は
、

検
査
を
行
っ
た
医
療
機
関
に
直

接
予
約
。
自
費
で
検
査
を
受
け

た
方
は
、
抗
体
検
査
の
結
果
の

コ
ピ
ー
を
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
予

防
接
種
の
予
診
票
を
発
行
し
ま

す
／
接
種
費
用　

無
料

※
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
の

実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。
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■
会
員
募
集
（
健
康
麻
雀
大
和

会
）
／
55
歳
以
上
の
方
／
毎
週

木
・
金
・
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

～
午
後
４
時
／
■場
主
催
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
■入
千

円
／
１
回
千
五
百
円
／
■問
二
本

柳
090
―
８
０
１
３
―
１
２
６
９

■
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
～
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録

申
請
の
受
付

　

平
成
31
・
32
年
度
の
建
設
工

事（
設
計
・
測
量
等
含
む
）、
物

品
買
入
れ
（
委
託
含
む
）
の
登

録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
／
受

付
期
間　

12
月
５
日
㈬
～
平
成

31
年
１
月
23
日
㈬
／
申
請
書
等

は
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

（
同
組
合
で
も
配
布
）／
■問
同
組

合
総
務
課
042
―
341
―
４
３
４
５

■
感
染
研
市
民
セ
ミ
ナ
ー
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」（
国
立
感
染
症

研
究
所
村
山
庁
舎
）
／
12
月
22

日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
15
分

（
受
付
は
９
時
30
分
か
ら
）
／

■場
国
立
感
染
症
研
究
所
村
山
庁

舎
／
■問
同
村
山
庁
舎
042
―
561
―

０
７
７
１

談
、
気
に
な
る
こ
と
な
ど
／
■費

100
円
／
■問
田
村
090
―
５
３
０
８

―
６
６
３
８

■
第
８
回
花
＊
み
ど
り
カ
フ
ェ

「
バ
ラ
と
ハ
ー
ブ
の
育
て
方
」

（
東
大
和
ま
ち
お
こ
し
連
絡
会
）

／
ど
な
た
で
も
／
12
月
８
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午
（
９
時
30
分

か
ら
種
と
苗
の
交
換
会
）
／
■場

東
大
和
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ

ー
／
バ
ラ
の
冬
支
度
、
キ
ッ
チ

ン
ハ
ー
ブ
寄
せ
植
え
の
コ
ツ
／

■講
松
島
陽
子
、
石
崎
達
也
、
須

永
早
千
代
／
■費
200
円
／
■持
筆
記

用
具
、
マ
イ
カ
ッ
プ
／
■問
ま
ち

連
事
務
局
042
―
507
―
３
８
４
６

■
お
正
月
飾
り
の
作
成
（
盆
友

会
）
／
市
民
／
12
月
９
日
㈰
午

後
１
時
30
分
～
３
時
／
■場
南
街

公
民
館
／
20
人（
申
込
順
）／
■講

馬
場
恒
／
■持
筆
記
用
具
／
■申
和

地
042
―
562
―
３
３
３
３
へ

■
ク
リ
ス
マ
ス
に
オ
ス
ス
メ
！

子
供
と
楽
し
む
絵
本
（
絵
本
の

会
）
／
ど
な
た
で
も
／
12
月
13

日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
正
午
／

■場
中
央
公
民
館
／
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
意
見
交
換
／
■問
菅
谷

090
―
４
０
２
５
―
３
１
７
６

■
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同

作
業
所
連
絡
会
）
／
12
月
17
日

㈪
～
21
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分（
17
日
は
10
時

か
ら
、21
日
は
４
時
ま
で
）／
■場

市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
／
革

工
芸
品
、
手
工
芸
品
、
陶
芸
品
、

菓
子
等
の
展
示
・
販
売
／
■問
第

一
み
ん
な
の
家
042
―
564
―
１
９

０
０

■
公
開
講
座
「
明
治
開
国
60
年

史
図
絵
紹
介
」（
お
と
な
の
社
会

科
）
／
12
月
21
日
㈮
午
後
２
時

～
４
時
／
■場
上
北
台
公
民
館
／

当
時
の
記
念
行
事
を
絵
画
で
振

り
返
る
／
■講
日
景
洋
一
／
■費
200

円
／
■問
柴
田
090
―
４
０
２
５
―

３
８
１
１

■
あ
そ
び
の
木
合
唱
団
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
あ
そ
び
の

木
合
唱
団
、
マ
ニ
フ
ィ
カ
ー
ト

合
唱
団
）
／
ど
な
た
で
も
／
12

月
23
日

（祝）
午
後
６
時
～
８
時
／

■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
の
団
員
に
よ
る

合
唱
演
奏
／
■問
佐
藤
090
―
８
３

０
５
―
８
９
７
１

■
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
お
子
さ
ん
連
れ
も

可
／
①
12
月
16
日
㈰
②
平
成
31

年
１
月
６
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
４
時
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え

ん
ど
う
ま
め
／
12
人（
申
込
順
）

／
介
護
予
防
の
集
ま
り
。
①
落

語
を
聴
く
②
お
正
月
遊
び
／
■費

300
円
／
■申
ど
ち
ら
も
前
日
ま
で

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
042
―
565
―
９
７
７
８
へ

■
子
ど
も
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
森
」（
ヒ
ガ
シ

ヤ
マ
ト
み
ら
い
基
地
＆
ワ
タ
ブ

ン
工
作
室
）
／
子
ど
も
の
心
が

あ
る
人
／
①
12
月
２
日
㈰
②
９

日
㈰
③
16
日
㈰
④
23
日
㈷
午
後

０
時
30
分
～
４
時
／
■場
旧
ワ
タ

ナ
ベ
文
具
店
舗
／
①
巨
大
リ
ー

ス
作
り
、
陶
芸
ア
ー
ト
他
②
黒

板
ア
ー
ト
教
室
、
ラ
ン
プ
シ
ェ

ー
ド
他
③
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ン
プ

作
り
他
④
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
、
マ
ジ
ッ
ク
、
音
楽
、
映
画

他
／
■持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
／

事
前
予
約
可（
自
由
参
加
も
可
）

／
■問
メ
ー
ルasaken1976

@
yahoo.co.jp

■
介
護
者
の
集
い
（
介
護
者
の

集
い
東
大
和
）
／
介
護
中
、
介

護
経
験
者
、
関
心
の
あ
る
方
／

①
12
月
５
日
㈬
②
20
日
㈭
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
／
■場
①

や
ま
と
苑
②
仲
原
集
会
所
／
介

護
に
関
す
る
情
報
交
換
、
経
験

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

じどうかんだより 

☆　むこうはら児童館  ☎042-563-1858　☆
■工作教室（プラコップでオリジナルプレート）／
小学生／12月５日午後３時30分〜４時30分
／15人／電話受付可
■ちびっこあつまれメリークリスマス（音楽あそ
び）／乳幼児／12月13日午前10時30分〜11
時30分
■クリスマス会／小学生／12月13日午後３時30
分〜４時30分
■あそびの日（じゃんけんゲーム）／小学生／12
月18日午後４時〜４時30分
※12月12日はクリスマス会準備のため午後から
休館
※12月20日は定期清掃のため１日休館
☆　きよはら児童館　☎042-565-6021　☆
■こぐまちゃんこうえん（大型遊具等で自由に遊
ぶ）／乳幼児／12月４日午前10時30分〜11時
30分
■ちびっこクリスマス会／乳幼児／12月12日午
前10時30分〜11時30分
■クリスマス会／小学生／12月12日午後３時〜
４時20分
■えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以
上／12月18日午後３時〜３時30分
☆　ならはし児童館　☎042-562-3600　☆
■絵本のへや／乳幼児・小学生／12月６日・13
日午後３時〜３時30分
■ちびっこわくわくクリスマス会／乳幼児／12
月11日午前10時30分〜11時30分
■クリスマ☆ワールド／小学生以上／12月19日
午後３時〜４時50分
■児童館の大そうじ／小学生以上／12月26日午後
１時30分〜２時30分
☆　なんがい児童館　☎042-567-2441　☆
■なんがいフェスティバル2018／幼児以上／12
月１日午後１時30分〜４時30分／模擬店、ゲー
ムコーナー等
■えほんを楽しもう／幼児以上／12月６日午後
３時〜３時30分
■ちびっこクリスマス会／乳幼児／12月18日午
前10時30分〜11時30分／パネルシアターや演
奏等を行います。
☆　さくらがおか児童館　☎042-567-2237  ☆
■わんぱくひろば（エアポリンであそぼう）／１
歳〜５歳の幼児／12月７日午前10時30分〜11
時30分
■ちびっこクリスマス会／乳幼児／12月19日午
前10時30分〜11時30分
■クリスマス会／小学生以上／12月19日午後３
時30分〜４時30分
☆　かみきただい児童館　☎042-567-2884  ☆
■ちびっこワールド（ちびっこクリスマス会）／
乳幼児／12月14日午前10時30分〜11時15分
■クリスマス会／小学生以上／12月19日午後３
時30分〜４時30分

※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
　定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土
　曜日の午前10時～午後６時（祝日は除く）。
※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

仙人現る

わがまちの風物詩

   

「
だ
れ
の
お
ひ
げ
？
」

　
朝
の
光
に
輝
く
白
い
ひ
げ
。
こ
れ

を
仙
人
の
ひ
げ
に
見
立
て
て
、
セ
ン

ニ
ン
ソ
ウ
。
確
か
に
鼻
の
下
に
、
こ

の
ひ
げ
を
つ
け
た
ら
仙
人
に
見
え
る

か
も
？

　
ひ
げ
じ
ゃ
な
く
て
、
白
髪
に
見
立

て
る
と
い
う
説
も
あ
る
そ
う
で
す
。

で
も
、
こ
の
曲
が
っ
た
感
じ
は
や
っ

ぱ
り
お
ひ
げ
。

　
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
は
ク
レ
マ
チ
ス
の

仲
間
。
夏
の
終
わ
り
に
白
い
花
を
た

く
さ
ん
咲
か
せ
る
つ
る
植
物
で
す
。

茎
や
葉
の
汁
が
手
に
つ
く
と
、
火
傷

の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
要

注
意
。

　
花
が
終
わ
る
と
実
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
秋
の
終
わ
り
。
白
い
ひ
げ

が
生
え
、
仙
人
登
場
と
い
う
わ
け
で

す
。

〈センニンソウの実〉

お問合せ　郷土博物館
☎042-567-4800

〈243〉

■
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ

医
師
法
等
に
よ
り
12
月
31
日
現

在
の
届
出
が
必
要
で
す　

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

は
届
出
票
を
、
保
健
師
・
助
産

師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・
歯

科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
は
業

務
従
事
者
届
を
平
成
31
年
１
月

15
日
㈫
ま
で
に
保
健
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は

都
内
保
健
所
に
あ
り
ま
す
／
■問

東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
人
材

課
03
―
５
３
２
０
―
４
５
１
７
、

薬
剤
師
の
み
薬
事
課
03
―
５
３

２
０
―
４
５
０
３

■
調
理
師
の
皆
さ
ん
へ　

今
年

は
調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
該

当
年
で
す

　

調
理
師
法
に
よ
り
、
都
内
で

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調

理
師
免
許
取
得
者
は
、
12
月
31

日
現
在
の
就
業
場
所
等
の
届
出

が
必
要
で
す
。
平
成
31
年
１
月

15
日
㈫
ま
で
に
指
定
の
受
理
機

関
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
用
紙
や
届
出
先
の
詳
細
は
都

内
保
健
所
窓
口
ま
た
は
東
京
都

福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
／
■問
東
京

都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
健

康
安
全
課
03
―
５
３
２
０
―
４

３
５
８

休日・夜間の診療案内テレホンサービスをご利用ください 東京消防庁救急相談センター☎♯7119、042－521－2323 ／東京都医療機関案内サー
ビスひまわり☎03－5272－0303、ファクス 03－5285－8080（聴覚障害者専用）

■
ビ
ジ
ネ
ス
ト
EC
多
摩
カ
フ
ェ

２
０
１
８
セ
ミ
ナ
ー｢

ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
活
用
セ
ミ
ナ
ー｣

開
催

　

12
月
11
日
㈫
午
前
10
時
～
正

午
／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
東
大
和
寮
／
無
料
／
Ｂ

ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス

ト
）
担
当
☎
042
―
565
―
１
１
９

５
へ
。

■
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
で
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た

募
金
は
、
東
大
和
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
、
地
域
の
安
心
安
全

を
支
え
る
た
め
の
活
動
費
と
し

て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
は
、
一
五
七
万

五
、一
〇
九
円
の
募
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
／
社
会
福
祉
協
議
会
☎
042
―

564
―
０
０
１
２
へ
。

▲児童館のクリスマス会の様子
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▲市長を表敬訪問した武藤修一さん（写真中央）と金野眞澄さん（写真左）

▲市長を表敬訪問した吉川五郎さん（写真左）

▲中学生の部で優勝した東大和市剣道連盟の皆さん

まちの話題をお寄せください…秘書広報課・内線1412まで

あなたのまちから
◀東京都スポーツ功労賞
　吉川五郎さんが受賞
　地域スポーツの普及・振興に貢献したことに
より、東大和市合気道会会長の吉川五郎さんが
「平成30年度東京都スポーツ功労賞」を受賞
されました。吉川さんは、地域貢献を目的に東
大和市合気道会に入会後、青少年の育成、組織
作りに尽力されました。また、合気道を楽しい
と思ってもらえるような取組を実践し、合気道
会員の増強にも努められました。今後も合気道
を通じて、市内スポーツ振興のためにご活躍さ
れることでしょう。

▶東大和市消防団員が東京都消防褒賞を受賞
　消防業務の功績が特に顕著である消防団員と
して、東大和市消防団の分団長を務められてい
る武藤修一さんと金野眞澄さんが、東京都消防
褒賞を受賞されました。両氏は永年にわたり消
防団員として任務遂行にあたり、常に消防知識
や技術の習得に努め、防災活動に尽力されまし
た。また、自治会や地域団体へ積極的に防災訓
練を行うなど、地域の防災意識向上にも寄与さ
れています。これからも地域防災のためにご尽
力されることを期待します。

◀西東京剣道大会
　東大和市剣道連盟が中学生の部で団体優勝
　11月４日に行われた第53回西東京剣道大会
において、東大和市剣道連盟が中学生の部で優
勝しました。この大会は５人制の団体で、試合
を行うトーナメント戦です。過去の大会では、
小学生の部、中学生の部で３位入賞が最高成績
でしたが、今大会において悲願の初優勝を果た
しました。当チームは準決勝こそ苦戦したもの
の、他の試合では圧倒的な強さで快勝しました。
これからの活躍が楽しみな若手剣士たちです。
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今月の相談
▷法律相談／毎週金曜日、午前９時〜正午
▷人権身の上悩みごと相談／20日㈭、午前９時30
分〜正午
▷税務相談／20日㈭、午後１時〜４時
▷登記相談／20日㈭、午後１時〜４時
▷行政苦情相談／27日㈭、午前９時30分〜正午
▷交通事故相談／27日㈭、午後１時30分〜４時
▷不動産取引相談／13日㈭、午前９時〜正午
▷行政手続相談／13日㈭、午後１時〜４時
※以上予約制／秘書広報課・内線1413まで。
▷市民相談／月〜金曜日、午前８時30分〜午後５
時／秘書広報課・内線1413
▷多重債務相談／12日㈬、午後１時〜４時〔７日
㈮までに要予約〕／消費生活センター（地域振興
課）・内線1713
▷消費生活相談／毎週月・火・水・金曜日、午前
10時〜午後４時（予約優先）／消費生活センター
（地域振興課）・内線1713
▷男女共同参画相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後5時（予約制）／地域振興課・内線1715
▷子育て総合相談／月〜土曜日、午前９時〜午後
５時／子ども家庭支援センター☎042-565-3651
▷少年の非行等相談（専門）／27日㈭、午後１時
〜４時（予約制）／子ども家庭支援センター☎042-
565-3651
▷ひとり親・女性相談／月〜金曜日、午前９時〜
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線1764
▷福祉なんでも相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後５時／社会福祉協議会☎042-564-0012
▷教育相談／月〜金曜日、午前10時〜午後５時
（予約制）／さわやか教育相談室☎042-562-7911
▷職業相談／月〜金曜日、午前９時〜午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線1194
▷高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
〜土曜日、午前９時〜午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ☎
042-563-8777・きよはら☎042-590-1138・なんがい
☎042-566-8133
▷障害者相談／月〜金曜日と第２・４土曜日、午
前９時〜午後5時（火･木曜日は午後６時30分まで）
／総合福祉センターは〜とふる☎042-516-3982
▷成年後見専門相談／20日㈭、午後１時30分〜４
時15分（予約制）／社会福祉協議会あんしん東大
和☎042-590-0018
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

＜人口と世帯／30.11.1現在＞
住 民 基 本 台 帳 内 外 国 人

住 民 数 前月比

男　42,184人 （　453人） 16人増
女　43,359人 （　706人） 7人減
計　85,543人 （1,159人） 9人増
10月の出生数　男31人��女25人
世帯　38,799世帯

市役所☎042−563−2111（代） 12東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　TEL　042-528-3722へ
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